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2017
年
世
界
各
地
で
気
象
災
害

　

揚
水
式
発
電
と
は
、
発

電
所
の
上
部
と
下
部
に
水

を
貯
え
る
調
整
池
を
つ
く

り
、
電
力
需
要
が
大
き
な

昼
間
時
間
帯
は
上
部
か
ら

下
部
へ
水
を
流
下
さ
せ
て

発
電
し
、
電
力
需
要
の
少

な
い
夜
間
時
間
帯
に
は
、

余
剰
電
気
で
水
車
を
逆
回

転
さ
せ
て
下
か
ら
上
に
あ

げ
て
お
き
、
再
び
発
電
に

使
う
仕
組
み
で
あ
る
。
最

大
発
電
出
力
へ
の
到
達
お

よ
び
停
止
が
短
時
間
で
で

き
る
た
め
、
他
の
発
送
電

設
備
の
事
故
な
ど
に
よ
り

電
気
が
不
足
し
た
際
の
緊

急
用
設
備
と
し
て
も
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

１
８
９
２
年
に
ス
イ
ス

万
㌔
㍗
以
上
の
設
備
が
あ

る
。
例
え
ば
東
京
電
力
８

番
目
の
揚
水
発
電
所
で
あ

る
葛
野
川
発
電
所
は
単
段

ポ
ン
プ
で
は
世
界
一
の
揚

程
（
水
路
の
長
さ
）
７
７

８
㍍
を
有
し
、
合
計
出
力

１
６
０
万
㌔
㍗
の
重
要
な

電
源
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
揚
水
発
電

は
、
一
定
出
力
で
運
転
す

る
原
子
力
発
電
所
か
ら
の

夜
間
の
安
価
な
余
剰
電
力

を
利
用
す
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
だ
が
東
日
本
大
震

災
以
降
、
原
発
の
再
稼
働

用
に
よ
り
抑
制
す
る
動
き

が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
ス
ケ

ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
求
め
原

発
と
電
力
大
消
費
地
を
結

ぶ
位
置
に
立
地
し
た
揚
水

発
電
だ
が
、
今
後
は
不
安

定
電
源
（
再
エ
ネ
）
の
近

傍
に
分
散
し
て
つ
く
る
の

が
望
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
に
活
用
で
き
る
の

は
、
旧
式
化
し
た
中
型
の

混
合
揚
水
や
全
国
に
約
20

万
カ
所
（
２
０
１
４
年
３

月
時
点
）
あ
る
農
業
用
水

用
の
た
め
池
な
ど
既
存
設

は
難
航
。
現
在
数
基
し
か

稼
働
し
て
お
ら
ず
、
夜
間

と
昼
間
の
発
電
コ
ス
ト
の

差
は
減
少
し
、
揚
水
発
電

所
の
意
義
が
薄
れ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
環
境
対

策
の
面
か
ら
太
陽
光
や
風

力
の
よ
う
な
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
の

大
量
導
入
が
図
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
だ
が
再
エ

ネ
は
出
力
の
不
安
定
性
が

課
題
で
、
系
統
の
電
力
品

質
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
。
そ
の
出
力
変
動
の
不

安
定
さ
を
揚
水
発
電
の
運

備
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
利

用
す
れ
ば
投
資
効
果
は
高

く
、
小
型
な
が
ら
高
速
で

大
き
な
調
整
力
を
持
つ
揚

水
発
電
を
不
安
定
電
源
の

近
く
に
設
置
で
き
る
。
大

容
量
化
を
目
標
に
し
た
既

存
の
揚
水
発
電
に
対
し
、

電
力
市
場
が
求
め
る
コ
ン

パ
ク
ト
機
能
の
技
術
開
発

を
進
め
れ
ば
、
新
た
な
シ

ー
ズ
も
生
ま
れ
る
。

　

欧
州
で
は
、
再
エ
ネ
の

出
力
変
動
を
吸
収
す
る
小

型
で
発
電
・
揚
水
が
同
時

に
行
え
る
技
術
も
開
発
さ

れ
て
お
り
、
再
エ
ネ
大
量

導
入
時
代
に
あ
っ
て
揚
水

発
電
の
新
た
な
価
値
が
再

認
識
さ
れ
て
い
る
。

▼
パ
リ
協
定

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
た

め
の
国
際
協
定
。
２
０
１

５
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で
採
択

さ
れ
、
翌
年
発
効
し
た
。

世
界
の
平
均
気
温
の
上
昇

を
産
業
革
命
以
前
に
比
べ

１
・
５
〜
２
℃
に
抑
え
る

目
標
を
掲
げ
る
。
そ
れ
ま

で
の
枠
組
み
だ
っ
た
京
都

議
定
書
に
代
わ
る
２
０
２

０
年
以
降
の
取
り
決
め
。

　

す
べ
て
の
締
約
国
が
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
目

標
を
自
主
的
に
策
定
し
、
対

策
を
進
め
て
い
く
の
が
柱
。

目
標
は
５
年
ご
と
に
更
新

し
、
世
界
全
体
と
し
て
の
効

果
を
検
証
し
て
い
く
。

▼
光
害
（
ひ
か
り
が
い
）

　

周
囲
の
環
境
や
景
観
な
ど

に
及
ぼ
す
人
工
光
に
よ
る
悪

影
響
。
具
体
例
と
し
て
、
住

居
内
に
差
し
込
む
街
路
灯
の

光
に
よ
る
安
眠
妨
害
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
侵
害
、
不
必
要
な

人
工
光
に
よ
る
野
生
生
物

や
農
作
物
へ
の
影
響
、
明

る
す
ぎ
る
看
板
照
明
な
ど

が
標
識
や
信
号
の
視
認
性

を
阻
害
す
る
交
通
安
全
へ

の
影
響
、
過
度
な
明
る
さ

を
つ
く
る
と
き
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
浪
費
、
夜
空
が
明
る

く
な
る
た
め
の
天
体
観
測

へ
の
影
響
な
ど
が
あ
る
。

　

環
境
省
で
は
「
光
害
対

策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」や「
光

害
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

な
ど
を
作
成
し
、
そ
の
抑

制
に
努
め
て
い
る
。

か
ら
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
北
東
部

な
ど
の
５
地
域
で
は
、
１
年

の
う
ち
６
カ
月
以
上
、
異
常

高
温
が
発
生
し
た
。

　

大
雨
、
台
風
、
ハ
リ
ケ
ー

ン
な
ど
に
よ
る
大
き
な
気
象

災
害
も
多
数
報
告
さ
れ
た
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
南
西
部
か
ら
ペ

ル
ー
に
か
け
て
の
地
域
で

は
、
２
〜
４
月
に
降
っ
た
大

雨
に
よ
る
土
砂
災
害
な
ど
で

期
的
に
発
表
し
て
い
る
。

　

２
０
１
７
年
は
、
エ
ル
ニ

ー
ニ
ョ
現
象
が
大
き
く
影
響

し
た
２
０
１
６
年
よ
り
は
少

な
か
っ
た
も
の
の
、
引
き
続

き
世
界
各
地
で
異
常
高
温
が

発
生
し
た
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
８
カ

月
間
に
わ
た
り
異
常
高
温
が

続
い
た
ほ
か
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
東
部
、
モ
ー
リ
シ
ャ
ス

　

２
０
１
８
年
１
月
、
気
象

庁
は
２
０
１
７
年
の
世
界
各

地
の
異
常
気
象
や
気
象
災
害

に
関
す
る
情
報
を
ま
と
め
公

表
し
た
。
情
報
は
週
、
月
、

季
節
、
年
の
そ
れ
ぞ
れ
で
定

４
２
０
人
以
上
が
死
亡
し
た

と
さ
れ
、
南
ア
ジ
ア
か
ら
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
北
東
部
で
は

６
〜
９
月
の
大
雨
で
２
８
０

０
人
以
上
の
死
者
が
出
た
と

伝
え
ら
れ
た
。
西
ア
フ
リ
カ

の
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
で
は
８
月

の
地
す
べ
り
で
５
０
０
人
以

上
の
死
者
が
出
た
と
い
う
。

　

世
界
の
異
常
気
象
の
情
報

は
、
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
る
。

の
チ
ュ
ー
リ
ヒ
発
電
所
が

世
界
で
最
初
に
建
設
さ

れ
、
日
本
で
は
１
９
６
５

年
頃
か
ら
相
次
い
で
つ
く

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現

在
で
は
総
出
力
２
６
０
０

 省エネへ
二人三脚。

　

２
０
１
７
年
10
月
、
東
京
都
は
２
０

２
０
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
、
都

内
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
の
排
出

量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
と
発
表
し
た
。

期
間
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
そ
れ
ぞ
れ
の
開
会
式
と
閉
会

式
を
合
わ
せ
た
合
計
４
日
間
。
取
り
組

み
の
名
称
は
「
東
京
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
４

デ
イ
ズ
in
２
０
２
０
」
と
し
た
。

　

都
内
に
あ
る
一
定
の
事
業
者
を
対
象

に
し
た
排
出
削
減
の
た
め
の
「
キ
ャ
ッ

プ
＆
ト
レ
ー
ド
制
度
」
を
利
用
す
る
。

２
０
１
０
年
４
月
か
ら
導
入
し
て
い
る

こ
の
制
度
で
は
、
大
企
業
な
ど
に
排
出

削
減
を
義
務
づ
け
、
削
減
量
の
超
過
分

４
日
間
に
相
当
す
る
量
を
確
保
し
、
相

殺
し
て
「
ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ
ン
デ
イ
」
と

す
る
。
都
内
で
予
想
さ
れ
る
排
出
量
は

４
日
間
分
で
72
万
㌧
。
２
０
１
５
年
度

の
年
間
の
排
出
量
約
６
５
９
８
万
㌧
か

ら
割
り
出
し
た
。

　

都
は
、
大
会
組
織
委
員
会
と
提
携
し

て
、
大
会
施
設
の
建
設
や
運
営
で
発
生

す
る
Ｃ
Ｏ
２

も
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活
用

で
オ
フ
セ
ッ
ト
し
た
い
考
え
。
そ
の
際

の
排
出
量
は
数
百
万
㌧
と
見
込
ま
れ

る
。
前
回
の
２
０
１
６
年
の
リ
オ
デ
ジ

は
「
Ｃ
Ｏ
２

ク
レ
ジ
ッ
ト
」
と
し
て
取

引
で
き
る
。
都
に
よ
れ
ば
、
対
象
事
業

者
が
保
有
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
約
１
０

０
０
万
㌧
あ
る
。
都
か
ら
事
業
者
に
協

力
を
呼
び
か
け
、
こ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

排
出
枠
を
寄
付
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

約
72
万
㌧ 

ク
レ
ジ
ッ
ト
で
相
殺

ャ
ネ
イ
ロ

大
会
で
は

推
定
約
４

５
０
万
㌧

の
排
出
量
が
あ
っ
た
と
さ
れ
た
。

　

パ
リ
協
定
な
ど
で
世
界
の
温
暖
化
対

策
が
進
む
中
、
都
も
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
し

な
い
「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
東
京
」
を

目
標
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
の

取
り
組
み
も
そ
の
一
環
に
な
る
。
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鳥
の
「
さ
え

ず
り
」
は
春
の

季
語
。
自
然
と

触
れ
合
う
に
は

い
い
時
季
に
な

っ
た
。
だ
が
半
世
紀
ほ
ど
前

の
ア
メ
リ
カ
で
は
空
中
散
布

し
た
農
薬
の
影
響
で
小
鳥
た

ち
が
死
ん
で
い
き
、
鳴
き
声

の
響
か
な
い
春
も
あ
っ
た
。

▼
作
家
で
海
洋
生
物
学
者
の

レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
が
、

こ
の
問
題
を
『
沈
黙
の
春
』

と
題
し
た
書
物
で
世
に
告
発

し
た
。１
９
６
２
年
の
こ
と
。

同
書
が
き
っ
か
け
で
、
農
薬

の
規
制
な
ど
環
境
保
全
の
対

策
が
各
国
で
進
み
、
鳥
た
ち

も
住
み
慣
れ
た
場
所
に
戻
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

▼
と
は
い
え
周
知
の
と
お

り
、
環
境
問
題
が
す
べ
て
解

決
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

地
球
温
暖
化
の
進
行
、
危
機

的
な
生
物
多
様
性
…
…
。
国

際
的
取
り
組
み
や
科
学
的
手

法
に
よ
っ
て
対
処
し
よ
う
と

多
く
の
人
が
努
力
を
続
け
て

い
る
。
そ
の
支
え
に
な
る
の

は
、自
然
の
神
秘
に
驚
嘆
し
、

尊
ぶ
気
持
ち
だ
ろ
う
。

▼
が
ん
に
侵
さ
れ
た
レ
イ
チ

ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
の
最
後
の

仕
事
で
、
死
後
に
出
版
さ
れ

た
『
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン

ダ
ー
』
に
、
こ
ん
な
一
節
が

あ
る
。「
地
球
の
美
し
さ
に

つ
い
て
深
く
思
い
を
め
ぐ
ら

せ
る
人
は
、
生
命
の
終
わ
り

の
瞬
間
ま
で
、
生
き
生
き
と

し
た
精
神
力
を
た
も
ち
つ
づ

け
る
こ
と
が
で
き
る
」（
上

遠
恵
子
訳
）。
自
然
の
営
み

に
心
を
揺
り
動
か
さ
れ
る
こ

と
は
、
環
境
問
題
に
対
処
す

る
支
柱
と
な
り
、
豊
か
に
生

き
る
糧
に
も
な
る
。
ま
ず
は

触
れ
、
感
じ
る
。
春
の
陽
気

な
ら
そ
れ
も
た
や
す
い
。

ギ
ー
消
費
は
削
減
さ
れ
、
温

暖
化
対
策
に
貢
献
で
き
る
。

　

プ
ラ
ン
で
は
、
日
商
と
各

地
の
商
工
会
議
所
が
行
う
取

り
組
み
を
分
け
た
。日
商
は
、

取
り
組
み
の
リ
ス
ト
、
成
功

事
例
、
国
か
ら
の
支
援
制
度

と
い
っ
た
情
報
を
提
示
し
て

い
く
。各
地
商
工
会
議
所
は
、

地
域
版
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
策
定
、
地
元
自
治
体
な

ど
へ
の
連
携
の
呼
び
か
け
、

優
良
企
業
表
彰
制
度
の
創
設

な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
対

象
と
な
る
中
小
企
業
の
取
り

を
継
続
し
て
い
く
。「
ス
モ

ー
ル
ス
タ
ー
ト
」
＆
「
長
続

き
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
よ
う

働
き
か
け
る
。
た
だ
し
、
基

本
ス
タ
ン
ス
と
す
る
の
は
、

あ
く
ま
で
も
「
自
主
的
な
取

り
組
み
の
促
進
」。
日
商
は
、

各
商
工
会
議
所
や
中
小
企
業

に
対
し
、
数
値
目
標
や
報
告

義
務
は
求
め
な
い
。（
２
面
・

４
面
に
関
連
記
事
）

組
み
を
支
援
し
て
い
く
。

　

個
別
に
行
う
支
援
は
、
①

各
地
商
工
会
議
所
と
各
中
小

企
業
で
、
経
営
課
題
を
把
握

②
取
り
組
み
の
方
法
を
提
案

③
行
政
な
ど
が
用
意
す
る
制

度
を
活
用
し
、
方
向
性
を
確

認
④
計
画
の
策
定
・
活
動
の

実
施
⑤
結
果
を
検
証
│
│
と

い
っ
た
流
れ
。
検
証
後
、
再

度
計
画
を
見
直
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
通
し
て
活
動

　

策
定
し
た
「
商
工
会
議
所

環
境
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
経

営
課
題
の
解
決
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
省

エ
ネ
」。
こ
れ
ま
で
の
「
ま

ず
は
省
エ
ネ
あ
り
き
」
の
方

向
性
か
ら
転
換
す
る
。
経
営

改
善
や
業
務
効
率
化
を
前
面

に
置
い
た
取
り
組
み
の
中

で
、
省
エ
ネ
の
視
点
も
加
え

る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
策
に

切
り
替
え
る
。
例
え
ば
、「
社

員
の
負
担
を
増
や
さ
ず
納
期

短
縮
」
の
業
務
改
善
を
目
指

す
と
き
、
省
エ
ネ
設
備
導
入

に
よ
る
生
産
効
率
の
改
善
を

図
れ
ば
、
相
対
的
に
エ
ネ
ル

2018年冬季号 クロスワードパズルの答え

示
さ
れ
て
い
る
。
水
素
の
価

格
を
、
ガ
ソ
リ
ン
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ

（
液
化
天
然
ガ
ス
）
な
ど
と

同
等
程
度
に
し
て
普
及
拡
大

す
る
た
め
、
生
産
か
ら
利
用

ま
で
の
政
策
を
ま
と
め
た
。

　

水
素
は
、
炭
素
分
を
含
ま

な
い
た
め
、
利
用
時
に
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
を
排
出

し
な
い
。貯
蔵
性
や
可
搬
性
、

利
用
の
柔
軟
性
が
あ
り
、
製

造
時
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
排

出
し
な
け
れ
ば
、
地
球
温
暖

化
対
策
に
も
役
立
つ
。

　

海
外
の
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
国
内
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
下
水
汚
泥
な
ど
の

未
利
用
地
域
資
源
と
い
っ
た

　

２
０
１
７
年
12
月
、
政
府

は
水
素
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

し
て
利
用
し
、
世
界
に
先
駆

け
て
水
素
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
初
の
包
括
的
な
指
針

「
水
素
基
本
戦
略
」
を
決
定

し
た
。
２
０
５
０
年
の
将
来

に
目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
そ

の
目
標
達
成
に
向
け
た
２
０

３
０
年
ま
で
の
行
動
計
画
が

も
の
を
活
用
し
、
製
造
技
術

や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
確

立
し
て
い
く
。
現
在
０
・
０

２
万
㌧
の
水
素
調
達
量
を
２

０
２
０
年
に
は
０
・
４
万
㌧
、

２
０
３
０
年
に
は
30
万
㌧
、

２
０
５
０
年
に
は
１
０
０
０

万
㌧
以
上
に
す
る
。
コ
ス
ト

は
現
在
の
５
分
の
１
以
下
を

目
指
す
。

　

利
用
面
の
発
電
分
野
で
は

２
０
３
０
年
に
発
電
単
価
17

円
／
㌔
㍗
時
に
し
、
２
０
５

０
年
に
は
12
円
／
㌔
㍗
時
で

Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
を
代
替
。
モ
ビ

リ
テ
ィ
で
は
燃
料
電
池
車

（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
を
２
０
３
０
年

に
80
万
台
に
し
、
２
０
５
０

年
に
ガ
ソ
リ
ン
車
を
代
替
す

る
な
ど
の
目
標
を
掲
げ
た
。

価
格
５
分
の
１
、燃
料
電
池
車
80
万
台
な
ど
目
標

政
府
、初
の「
水
素
基
本
戦
略
」を
策
定

2017年に発生した世界の主な気象災害

開会式・閉会式の計４日間分

　

前
号
の
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え

は
左
の
と
お
り
で

す
。
グ
レ
ー
の
二
重

囲
み
マ
ス
に
あ
る
５

つ
の
文
字
を
組
み
合

わ
せ
た「
エ
コ
ノ
ミ
ー
」

が
正
解
。
今
回
も
、
８

面
に
楽
し
い
パ
ズ
ル
を

用
意
し
ま
し
た
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 日本テクノのＣＭを配信中

前
年
に
続
き
異
常
高
温
が
多
発

▼
日
本
商
工
会
議
所

　

全
国
の
主
要
都
市
に
あ
る

約
５
０
０
の
商
工
会
議
所
を

会
員
と
し
、
そ
の
ま
と
め
役

を
担
う
中
央
機
関
。
１
９
２

２
年
に
商
業
会
議
所
連
合
会

を
改
編
し
て
設
立
。
前
身
を

た
ど
れ
ば
１
８
７
８
年
設
立

の
東
京
商
法
会
議
所
に
ま
で

さ
か
の
ぼ
る
。略
称
は
日
商
。

　

全
国
の
各
商
工
会
議
所
の

意
見
調
整
や
公
表
、
国
内
外

の
経
済
状
況
や
地
域
活
性
化

推
進
の
た
め
の
調
査
研
究
、

経
営
指
導
な
ど
中
小
企
業
振

興
事
業
、
各
種
技
能
検
定
と

い
っ
た
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
経
済
三
団
体
の
１
つ
。

　

２
０
１
７
年
12
月
、
日
本
商
工
会
議
所
（
日
商
）
は
中
小
企
業
の
地
球
温
暖
化
対
策
を
後
押
し
す
る
「
商
工
会
議
所

環
境
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
発
表
し
た
。
同
年
３
月
、
中
小
企
業
の
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
調
査
結
果
と
そ
れ
に
基

づ
く
取
り
組
み
促
進
の
提
言
を
公
表
し
て
い
た
が
、
今
回
は
そ
れ
を
踏
ま
え
、
内
容
を
よ
り
具
体
化
し
た
。

無 料
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水素基本戦略のシナリオ

再
エ
ネ
大
量
導
入
時
代
に
向
け
た
役
割 0120 ー 308 ー 512

答えは「エコノミー」でした。
多数のご応募ありがとうございました。

※気象庁発表資料より抜粋。一部改変。
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■ 

河
村
隆
一の
訪
問
！　

エ
コ
ス
ポ
ッ
ト 

８

■Techno V
iew
 

４

株
式
会
社 

岩
井
化
成

再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
製
造
現
場
へ

日
商
の
環
境
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
に
協
力

３
環
境
体
験
型
施
設
ナ
ビ

理
想
の
地
球
の
届
け
方
を
考
え
る
施
設
【
日
本
科
学
未
来
館
】

４
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｄ
Ａ
Ｙ　

先
輩
社
員
の
１
日 

信
頼
が
「
紹
介
」と
な
っ
て
実
を
結
ぶ
【
見
村
翔
祐
】

５
企
業
と
電
気
を
つ
な
ぐ　

技
術
者
を
た
ず
ね
て

三
現
主
義
＋
元
気 

や
り
が
い
あ
る
仕
事
【
篠
田
博
彦
さ
ん
】

８
い
っ
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
い
い
話

「
は
い
」
│
│ 

こ
の
国
に
暮
ら
せ
る
幸
せ

好
評
連
載
記
事　

エ ネ ル ギ ー
ビ 　 タ ノ 　
ス コ 　 ボ ー
　 タ イ リ ク
ハ ツ ミ 　 ラ

温
暖
化
対
策
か
ら
経
営
課
題
の
解
決
へ

業
務
改
善
や
利
益
確
保
な
ど
経
営
課
題
の
解
決
で
推
進

日本商工会議所アプローチ策を従来型から転換

● 従来のような「省エネありき」で進めるのではなく、前向きな経
営改善や業務効率化への取り組みの中に「省エネ」の視点も加
味しながら進めていくことで、自社の抱えるさまざまな経営課題
を解決するとともに、あわせて政策目的である「省エネ」も同
時達成していく新たなスキーム。
● 経営課題解決に際し、加味する省エネ視点として２７７項目の「取
り組みリスト」を用意。「自主的な取り組みの促進」を基本スタ
ンスに、「スモールスタート＆長続き」でできることから始められる。

業務の改善
with 省エネ

人材の育成
with 省エネ

利益の確保
with 省エネ

新ビジネス展開
with 省エネ

シフトチェンジ

● 

省
エ
ネ
の
取
り
組
み
を
前
面
に
押
し

出
し
て
推
奨

● 「
コ
ス
ト
削
減
」や「
儲
け
」へ
の
期
待

値
を
解
説

● 

省
エ
ネ
自
体
を
目
的
化

● 

設
備
更
新
の
提
案
が
中
心

これまでのアプローチ

経営課題の解決
with 省エネ

● 

直
近
の
経
営
課
題
と
し
て
の
優
先
順

位
が
低
い

● 

投
資
を
伴
わ
な
い
取
り
組
み
で
あ
っ

て
も
実
施
率
は
低
い

● 

温
暖
化
対
策
の
取
り
組
み
内
容
や
方

法
、メ
リ
ッ
ト
が
わ
か
ら
な
い

● 

取
り
組
み
実
施
に
あ
た
っ
て
は
費
用

面
の
課
題
も
あ
る

しかし、現実は…

気象庁まとめ

地域 概況

ジンバブエ
２月にサイクロン「ディネオ（DINEO）」などの影
響によって２５０人以上が死亡したと伝えられた（欧
州委員会）

コロンビア
南西部から
ペルー

２～４月の大雨による土砂災害などによって４２０人
以上が死亡したと伝えられた（コロンビア政府、ペ
ルー政府）

中国南部
６～８月の大雨と８月の台風第１３号・第１４号の影
響で２７０人以上が死亡したと伝えられた（中国政
府、マカオ政府）

南アジアから
アフガニスタ
ン北東部

６～９月の大雨によって２,８００人以上が死亡したと
伝えられた（国連人道問題調整事務所、欧州委員
会、インド政府、パキスタン政府）

シエラレオ
ネ西部

８月の地すべりによって５００人以上が死亡したと伝
えられた（国連人道問題調整事務所）

アメリカ南
東部からカ
リブ海諸国

８～９月にかけてハリケーン「ハービー（HARVEY）」
「イルマ（IRMA）」「マリア（MARIA）」の影響
により１９０人以上が死亡したと伝えられた（アメリ
カ政府、欧州委員会）

ベトナム
９～１１月にかけての台風第１９号・第２３号・第２５
号および熱帯低気圧による大雨の影響で、１９０人
以上が死亡したと伝えられた（ベトナム政府）

水素量 コスト
利用

発電 モビリティ

現
在　
　
　

２
０
３
０
年

２
０
５
０
年

（
２
０
２
０
）

供
給
所
数

Ｆ
Ｃ
Ｖ
台
数

Ｆ
Ｃ
バ
ス
台
数0.02

30

1000
＋α

0.4

（万㌧）（円 /N㎥）（円/kWh）

（1/3以下）

（1/5以下）

～100

30
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17
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（
技
術
開
発
段
階
）

（商用段階）

（ＬＮＧ火力
の代替に）

１
０
０
２
千２

４
万
１
０
０

８
０
万

１
２
０
０

１
６
０

９
０
０

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
代
替
に

ガ
ソ
リ
ン
車
の
代
替
に

ミ
ス
マ
ッ
チ
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社
活
動
の
正
当
性
を
表
す
よ
う

な
内
容
で
あ
っ
た
。

　

同
年
12
月
、
日
商
は
調
査
を

も
と
に
策
定
し
た
３
月
の
提
言

を
踏
ま
え
、
よ
り
具
体
的
な
実

効
策
「
商
工
会
議
所
環
境
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」を
発
表
し
た
。

こ
こ
で
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
の

は
「
経
営
課
題
の
解
決
ｗ
ｉ
ｔ

ｈ
省
エ
ネ
」
だ
っ
た
。

　

中
小
企
業
に
お
け
る
温
暖
化

対
策
は
必
要
不
可
欠
で
は
あ
る

が
、
対
策
の
主
軸
と
な
る
「
省

エ
ネ
」
だ
け
を
前
面
に
据
え
て

進
め
る
の
で
は
、
現
実
に
そ
ぐ

わ
な
い
。
多
く
の
中
小
企
業
で

は
、
業
務
改
善
、
生
産
性
向
上
、

利
益
確
保
と
い
っ
た
経
営
課
題

が
優
先
さ
れ
、「
省
エ
ネ
」
は

後
回
し
に
な
る
か
ら
だ
。
そ
れ

な
ら
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
課

題
を
解
決
す
る
こ
と
で
同
時
に

「
省
エ
ネ
」
も
達
成
し
て
い
く

よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
す
る
の

が
正
当
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
経

営
課
題
の
解
決
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
省
エ

ネ
」
だ
。

　
　

　
　
　
　

　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で

は
、
全
国
の
商
工
会
議
所

が
地
域
の
中
小
企
業
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
な
が
ら
、
ま
ず
経
営
課

題
を
「
見
え
る
化
」
し
て

い
く
。
そ
の
上
で
、
課
題

解
決
や
現
状
改
善
に
役
立

つ
好
事
例
を
紹
介
し
、
経

営
者
の
気
づ
き
と
共
感
を

得
て
い
く
。
な
お
、
そ
こ

で
紹
介
さ
れ
る
好
事
例
と

し
て
、
当
社
の
提
供
番
組

「
省
エ
ネ
の
達
人
『
企
業

編
』」
の
映
像
も
利
用
さ

れ
る
。
紹
介
す
る
映
像
は

多
数
あ
る
が
、
そ
の
多
く

は
、電
気
の
「
見
え
る
化
」

に
よ
っ
て
気
づ
き
が
生
ま
れ
、

そ
れ
を
小
さ
な
工
夫
か
ら
改
善

し
、
や
が
て
経
営
課
題
の
解
決

へ
と
発
展
し
て
い
く
も
の
で
あ

る
。
内
容
が
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
と
の

評
価
を
受
け
、
映
像
提
供
の
運

び
と
な
っ
た
。

　

好
事
例
か
ら
の
知
見
な
ど
に

よ
っ
て
気
づ
き
と
共
感
が
得
ら

れ
た
後
は
、
行
政
や
外
部
専
門

機
関
の
支
援
を
積
極
的
に
活
用

す
る
取
り
組
み
へ
と
つ
な

げ
て
い
く
。
経
営
指
導
員

や
専
門
家
が
二
人
三
脚
で

継
続
支
援
を
行
う
ス
キ
ー

ム
で
あ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド

は
「
二
人
三
脚
」（
図
ら

ず
も
当
社
Ｃ
Ｍ
の
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
は「
省
エ
ネ
へ
、

二
人
三
脚
」
だ
っ
た
）
と
、

「
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
」

＆
「
長
続
き
」。
ま
ず
は

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る

よ
う
促
し
て
い
く
。

　

活
動
目
標
に
掲
げ
る
の

は
、「
作
業
効
率
化
」「
生

産
効
率
改
善
」「
サ
ー
ビ

ス
向
上
な
ど
の
業
務
改

善
」「
コ
ス
ト
削
減
で
の

利
益
確
保
」「
人
材
育
成
」

「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
拡

大
」
な
ど
。
地
域
や
業
種
に
よ

る
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
課
題
の
解

決
が
第
一
義
で
、
省
エ
ネ
は
あ

く
ま
で
も
副
産
物
で
あ
る
と
の

考
え
方
で
あ
る
。こ
れ
に
よ
り
、

「
こ
れ
以
上
の
省
エ
ネ
は
難
し
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２
０
１
７
年
10
月
、
世
界
気

象
機
関
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
は
、
２
０

１
６
年
12
月
ま
で
の
観
測
結
果

を
ま
と
め
た
「
温
室
効
果
ガ
ス

年
報
第
13
号
」
を
公
表
し
た
。

年
報
は
日
本
の
気
象
庁
が
運
営

す
る
「
温
室
効
果
ガ
ス
世
界
資

料
セ
ン
タ
ー
（
Ｗ
Ｄ
Ｃ
Ｇ
Ｇ
）」

が
、
Ｗ
Ｍ
Ｏ
の
も
と
で
観
測
さ

れ
た
世
界
中
の
デ
ー
タ
を
収

集
・
分
析
し
、
そ
の
結
果
に
基

づ
い
て
作
成
さ
れ
る
。

　

こ
の
中
で
、
２
０
１
６
年
の

主
要
な
温
室
効
果
ガ
ス
（
二
酸

化
炭
素
〈
Ｃ
Ｏ
２

〉、
メ
タ
ン
、

一
酸
化
二
窒
素
）
の
世
界
平
均

濃
度
が
、
Ｃ
Ｏ
２

で
４
０
３
・

３
±
０
・
１
ｐ
ｐ
ｍ
に
な
る

な
ど
、
い
ず
れ
も
観
測
史
上
最

高
を
更
新
し
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
工
業
化
（
１
７
５

最
後
の
氷
期
か
ら
現
在
の
温
暖

な
気
候
へ
と
向
か
う
最
終
氷
期

末
期
（
２
万
〜
１
万
年
前
）
に

は
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
が
80ｐ
ｐ
ｍ
ほ

ど
増
加
し
た
が
、
そ
の
上
昇
に

要
し
た
期
間
は
数
千
年
に
わ
た

っ
た
。
一
方
、現
在
の
状
況
は
、

観
測
が
始
ま
っ
た
１
９
５
０
年

代
末
か
ら
わ
ず
か
数
十
年
で
80

ｐ
ｐ
ｍ
以
上
の
増
加
が
記
録
さ

れ
た
。
同
程
度
の
上
昇
が
、
過

去
の
自
然
要
因
の
上
昇
と
比
べ

　

今
号
か
ら
３
つ
さ
か
の
ぼ
る

本
紙
第
49
号
で
、
日
本
商
工
会

議
所
（
日
商
）
が
２
０
１
７
年

３
月
に
公
表
し
た
調
査
結
果

と
、
そ
こ
か
ら
導
い
た
提
言
を

掲
載
し
た
。
中
小
企
業
に
対
す

る
初
の
地
球
温
暖
化
対
策
実
態

調
査
と
、
取
り
組
み
を
促
進
す

る
た
め
の
日
商
の
ア
プ
ロ
ー
チ

策
で
あ
る
。
そ
の
提
言
に
示
さ

れ
た
施
策
の
多
く
は
、
日
本
テ

ク
ノ
が
実
行
し
続
け
て
い
る
ユ

ー
ザ
ー
へ
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ

ー
サ
ー
ビ
ス
（
ア
シ
ス
ト
サ
ー

ビ
ス
）
と
同
質
の
も
の
で
、
当

約
１
０
０
倍
の
ス
ピ
ー
ド
で
進

ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
過

去
数
十
万
年
に
わ
た
る
大
気
中

の
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
の
変
化
は
南
極

の
氷
床
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
空

気
を
分
析
す
る
こ
と
で
解
読
で

き
る
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
情

報
が
記
載
さ
れ

た
年
報
は
、
２
０
１
７
年
11
月

に
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
で
開
催
さ
れ

た
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
23

回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
）

で
配
布
さ
れ
、
基
礎
資
料
と
し

て
用
い
ら
れ
た
。　

０
年
）
以
降
の
増
加
分
の
比
率

は
Ｃ
Ｏ
２

で
45
％
に
な
る
。

　

年
報
で
は
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て

Ｃ
Ｏ
２

濃
度
の
変
化
速
度
に
つ

い
て
、
現
状
と
太
古
の
気
象
と

の
比
較
解
説
も
行
っ
て
い
る
。そ

れ
が
あ
る
も
の
。
取
引
に
関
し

て
は
、
輸
出
国
政
府
の
許
可
書
な

ど
が
必
要
に
な
る
。附
属
書
Ⅲ
は
、

締
約
国
の
い
ず
れ
か
が
保
護
を
必

要
と
判
断
し
て
掲
載
を
求
め
た
も

の
。
こ
の
取
引
に
も
許
可
書
な
ど

が
必
要
と
な
る
。

急
速
な
上
昇
率
、数
千
年
分
に
相
当

「
パ
リ
協
定
」ル
ー
ル
策
定
へ
土
台

目
標
上
積
み
へ
「
タ
ラ
ノ
ア
対
話
」
合
意

環
境
へ
の
関
心
、星
空
観
察
で

　

２
０
１
８
年
１
月
、
環
境
省
は

同
月
６
日
か
ら
の
10
日
間
を
「
肉

眼
に
よ
る
冬
の
星
空
の
観
察
期

間
」
と
し
た
。
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
な

ど
指
定
し
た
星
座
付
近
の
天
の
川

が
「
見
え
る
」「
夜
空
が
明
る
く

て
見
え
な
い
」
な
ど
用
意
し
た
指

標
の
う
ち
ど
れ
に
該
当
す
る
か
を

各
自
で
観
察
し
よ
う
と
い
う
呼
び

か
け
。
同
時
に
国
際
ダ
ー
ク
ス
カ

イ
協
会
が
実
施
す
る
「
夜
空
の
明

る
さ
世
界
同
時
観
察
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
へ
の
参
加
も
求
め
た
。

　

こ
れ
ま
で
環
境
省
で
は
、
屋
外

照
明
な
ど
に
よ
る
光ひ

か
り
が
い害
（
１
面
用

語
解
説 

）
の
防
止
を
踏
ま
え

つ
つ
、
環
境
保
全
へ
の
関
心
や
星

空
の
地
域
資
源
活
用
を
促
す
た
め

「
星
空
観
察
の
推
進
手
法
に
関
す

る
検
討
会
」で
議
論
を
し
て
き
た
。

今
回
の
呼
び
か
け
は
、
そ
こ
で
の

検
討
結
果
を
受
け
た
も
の
。
２
０

１
８
年
夏
に
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

で
撮
影
し
た
夜
空
を
、
同
省
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
報
告
す
る
呼
び
か
け

も
行
う
予
定
。

下
水
汚
泥
で
水
素
製
造
を
支
援

　

２
０
１
８
年
１
月
、
国
土
交
通

省
は
、「
下
水
汚
泥
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
技
術
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
改
訂

版
を
公
表
し
た
。
最
初
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
は
２
０
１
１
年
に
策
定
さ

れ
、
今
回
が
２
度
目
の
改
訂
と
な

る
。
２
０
１
７
年
12
月
に
決
定
し

た
「
水
素
基
本
戦
略
」
で
触
れ
ら

れ
て
い
る
未
利
用
資
源
へ
の
注
目

に
応
え
る
格
好
に
な
っ
た
。

　

バ
イ
オ
ガ
ス
や
汚
泥
燃
料
な
ど

の
資
源
と
し
て
期
待
さ
れ
る
下
水

汚
泥
か
ら
は
水
素
の
製
造
が
可
能

で
、
下
水
道
事
業
の
経
営
改
善
に

も
有
用
だ
。
国
交
省
で
は
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
公
表
に
合
わ
せ
下
水
汚

泥
か
ら
水
素
を
製
造
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
利
用
す
る
自
治
体
の

取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
。

第
３
回
国
連
環
境
総
会
開
催

　

２
０
１
７
年
12
月
、
環
境
省
は

同
月
に
ケ
ニ
ア
の
ナ
イ
ロ
ビ
で
開

催
さ
れ
た
第
３
回
国
連
環
境
総

会
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ａ
３
）
の
結
果
を
公

表
し
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ａ
は
原
則
２
年

に
１
回
開
か
れ
る
国
連
環
境
計
画

（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
の
意
思
決
定
機
関
。

組
織
強
化
の
た
め
、
そ
れ
ま
で
の

58
理
事
国
か
ら
な
る
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
管

理
理
事
会
か
ら
、
す
べ
て
の
国
が

参
加
す
る
総
会
に
変
わ
り
、
今
回

が
３
度
目
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

会
合
で
は
、
閣
僚
宣
言
「
汚
染

の
な
い
地
球
へ
向
け
て
」
が
採
択

さ
れ
た
ほ
か
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
な
ど
に
対
処
す
る
た
め
の

専
門
家
グ
ル
ー
プ
会
合
の
招
集
と

い
っ
た
海
洋
ご
み
、
環
境
、
保
健

な
ど
に
関
す
る
14
の
項
目
が
決
議

さ
れ
た
。
次
回
会
合
は
２
０
１
９

年
３
月
に
開
催
さ
れ
る
。

　

附
属
書
に
記
載
さ
れ
る
生
物
種

な
ど
の
改
正
に
つ
い
て
も
定
め
て

お
り
、
締
約
国
会
議
で
の
３
分
の

２
以
上
の
多
数
決
や
各
締
約
国
か

ら
の
改
正
提
案
の
方
法
な
ど
が
記

さ
れ
て
い
る
。
締
約
国
会
議
は
原

則
と
し
て
２
年
に
１
回
開
催
す
る

よ
う
条
文
で
は
求
め
て
い
る
が
、

２
０
０
４
年
の
第
13
回
締
約
国
会

議
以
降
、
約
３
年
に
１
度
の
開
催

に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
違
反
者
に
罰
則
を

科
し
て
没
収
し
た
生
物
を
輸
出
国

に
返
送
す
る
な
ど
締
約
国
の
行
う

措
置
、
許
可
書
の
様
式
、
各
国
に

管
理
当
局
を
設
置
す
る
こ
と
な
ど

も
規
定
す
る
。
一
方
、「
留
保
」

に
関
し
て
定
め
る
条
文
も
あ
る
。

締
約
国
は
、
附
属
書
に
記
載
さ
れ

た
生
物
種
で
も
、
留
保
を
申
し
出

れ
ば
、
そ
の
種
に
限
っ
て
条
約
の

非
締
約
国
と
み
な
さ
れ
る
。現
在
、

日
本
は
ク
ジ
ラ
な
ど
の
種
に
つ
い

て
留
保
し
て
い
る
。

世界の温室効果ガス濃度、最高を更新

ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
は
次
回
の
Ｃ

Ｏ
Ｐ
24
で
決
定
す
る
ス
ケ
ジ

リ
協
定
（
１
面
用
語
解
説 

）
の
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
策

定
に
向
け
た
意
見
の
集
約
。

事
務
局
の
あ
る
ド
イ
ツ
の
ボ

ン
を
会
場
と
し
た
。

　

今
回
の
主
要
な
議
題
は
パ

　

議
長
国
は
フ
ィ
ジ
ー
だ

が
、
国
内
に
対
応
で
き
る
国

際
会
議
場
が
な
い
た
め
条
約

　

２
０
１
７
年
11
月
、ド
イ
ツ
の
ボ
ン
で
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
23
回
締
約
国
会
議（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
23
）
が
開
催
さ
れ
た
。
パ
リ
協
定
の
細
則
（
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
）
づ
く
り
の
土
台
と
な

る
文
書
の
ほ
か
削
減
目
標
を
検
証
す
る
「
タ
ラ
ノ
ア
対
話
」
の
実
施
な
ど
が
決
め
ら
れ
た
。

ュ
ー
ル
が
組
ま
れ
て
い
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
で
は
各
国
の
主
張

を
並
列
的
に
盛
り
込
ん
だ
文

書
が
作
成
さ
れ
、
ル
ー
ル
ブ

ッ
ク
づ
く
り
の
土
台
が
固
め

ら
れ
て
い
っ
た
。

　

ま
た
「
タ
ラ
ノ
ア
対
話
」

の
名
称
で
議
論
の
場
を
設
け

る
こ
と
も
決
ま
っ
た
。
パ
リ

協
定
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス

ト
ッ
ク
テ
イ
ク
と
い
う
プ
ロ

セ
ス
が
あ
り
、
５
年
ご
と
に

各
国
の
削
減
目
標
の
合
計
で

十
分
な
効
果
が
出
る
か
ど
う

か
を
評
価
し
、
目
標
の
上
積

み
を
検
討
す
る
。
そ
れ
を
前

倒
し
し
て
行
う
「
促
進
的
対

話
」
の
実
施
が
以
前
か
ら
決

ま
っ
て
い
た
が
、
議
長
国
で

あ
る
フ
ィ
ジ
ー
の
提
案
で
、

こ
れ
を
「
タ
ラ
ノ
ア
対
話
」

と
名
づ
け
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
ま
で

の
１
年
を
か
け
て
議
論
す
る

こ
と
に
合
意
し
た
。「
タ
ラ

ノ
ア
」
は
、
包
摂
的
で
参
加

型
の
透
明
な
対
話
を
意
味
す

る
フ
ィ
ジ
ー
語
。

　

次
回
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
は
２
０
１

８
年
12
月
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

カ
ト
ヴ
ィ
ツ
ェ
で
開
か
れ
る
。

い
」「
そ
も
そ
も
省
エ
ネ
す
る

ほ
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
い

な
い
」
と
考
え
て
い
た
経
営
層

に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
る
。

　
　
　

　
　
　
　

　
「
商
工
会
議
所
環
境
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
」
は
、
中
央
機
関

で
あ
る
日
本
商
工
会
議
所
か

ら
、
全
国
５
１
５
商
工
会
議
所

に
所
属
す
る
１
２
５
万
の
会
員

へ
、
取
り
組
み
を
確
実
に
浸
透

さ
せ
る
た
め
、
前
述
の
よ
う
な

ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
。
当
社
が
、

１
社
１
社
と
積
み
上
げ
て
き
た

活
動
に
、
重
な
る
よ
う
な
気
が

し
た
。

　

パ
リ
協
定
の
発
効
に
よ
り
、

世
界
で
温
暖
化
対
策
へ
の
取
り

組
み
が
本
格
化
す
る
中
、
こ
れ

ま
で
世
界
一
と
い
わ
れ
て
き
た

日
本
の
省
エ
ネ
技
術
だ
け
で
は

な
く
、
中
小
企
業
の
こ
う
し
た

活
動
も
各
国
の
手
本
と
な
り
得

る
の
で
は
な
い
か
。
当
社
も
そ

の
一
助
と
な
る
べ
く
、
惜
し
ま

ぬ
協
力
を
継
続
し
て
い
く
。

Ⅲ
）
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規

制
内
容
を
記
し
て
い
る
。
附
属
書

Ⅰ
は
、
最
も
絶
滅
の
お
そ
れ
が
あ

る
種
。
学
術
研
究
な
ど
一
定
の
例

外
的
な
場
合
以
外
、
原
則
的
に
国

際
取
引
は
で
き
な
い
。
附
属
書
Ⅱ

は
、
規
制
し
な
け
れ
ば
絶
滅
の
お

皮
革
製
品
、牙
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

　

条
約
文
書
は
、
前
文
と
25
の
条

文
、
お
よ
び
附
属
書
で
構
成
さ
れ

る
。
柱
と
な
る
の
は
、
附
属
書
に

つ
い
て
の
取
り
決
め
で
、
対
象
に

す
る
生
物
種
を
絶
滅
危
機
の
程
度

に
応
じ
て
３
つ
（
附
属
書
Ⅰ
・
Ⅱ
・

　

正
式
名
称
は
、「
絶
滅
の
お

そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種

の
国
際
取
引
に
関
す
る
条
約

（Convention on International 
Trade in Endangered Species 
of W

ild Fauna and Flora

）」。

略
称
は
英
文
の
頭
文
字
を
と
っ
た

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
（
サ
イ
テ
ス
）。
採

択
さ
れ
た
都
市
名
に
ち
な
み
ワ
シ

ン
ト
ン
条
約
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

１
９
７
２
年
の
国
連
人
間
環
境

会
議
で
条
約
の
必
要
性
が
勧
告
さ

れ
、
１
９
７
３
年
３
月
に
採
択
。

１
９
７
５
年
７
月
に
発
効
し
た
。

日
本
が
締
約
国
と
な
っ
た
の
は
１

９
８
０
年
。
２
０
１
７
年
12
月
現

在
１
８
３
の
国
と
地
域
が
参
加
す

る
。
国
際
取
引
を
規
制
す
る
こ
と

で
絶
滅
の
お
そ
れ
が
あ
る
野
生
生

物
を
保
護
し
て
い
く
の
が
目
的
。

規
制
の
対
象
は
生
物
だ
け
で
な

く
、
は
く
製
や
加
工
し
た
衣
服
、

経営課題の解決とともに
地球温暖化対策に貢献する

省エネを加味していく

　昨今の野生生物種が絶滅し
ていく要因には、森林伐採や
大規模開発による生息地の減
少、化学物質による汚染など
とともに、国際取引に利用す
るための乱獲も含まれる。今
回取り上げるのは、そうした
取引を国際的に規制し、野生
の動植物を絶滅の危機から守
ろうとする条約。

《
第
３
回
》ワ

シ
ン
ト
ン
条
約

eco topicseco topics

ワシントン条約の附属書 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

日本が適用を留保している種

テッくん

Ｑ
課
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
？

Ｑ
電
力
先
渡
市
場
っ
て
な
に
？

電気の売り買いをする市場、JEPX（日本卸電力取引所）
についての４回目。今回は、電力自由化をもっと進めて
いくにあたっての課題と、JEPXが市場参加者のために
取り組んでいることを紹介するよ。

│
│
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ
│
│

日
本
卸
電
力
取
引
所

　

Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ
市
場
参
加
者
の
リ
ス
ク
軽
減
を
目
的
と

し
た
取
引
も
あ
る
よ
。
先
渡
市
場
と
は
、
将
来
の
定

め
ら
れ
た
期
間
に
電
気
を
受
け
渡
す
取
引
の
場
。
電

気
料
金
は
需
給
量
に
合
わ
せ
て
日
々
変
動
す
る
け
れ

ど
、
天
候
な
ど
の
影
響
で
価
格
の
予
測
は
困
難
な
ん

だ
。
そ
こ
で
あ
ら
か
じ
め
先
々
の
価
格
を
固
定
化
し

て
供
給
力
を
確
保
で
き
れ
ば
、
小
売
電
気
事
業
者
の

リ
ス
ク
軽
減
に
つ
な
が
る
。
商
品
に
は
週
間
・
月
間

の
昼
間
型
と
24
時
間
型
、
年
間
の
24
時
間
型
が
用
意

さ
れ
て
い
る
よ
。

　

こ
れ
ま
で
４
回
に
わ
た
っ
て
み
て
き
た
Ｊ
Ｅ
Ｐ

Ｘ
。
さ
ま
ざ
ま
な
市
場
を
開
設
し
活
発
な
取
引
を
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
ぼ
く
た
ち
が
多
様
な
選
択
を
で

き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
る
ん
だ
ね
。

　

商
品
が
豊
富
で
な
け
れ
ば
、
市
場
が
に
ぎ
や
か
と

は
い
え
な
い
よ
ね
。
だ
か
ら
活
性
化
の
た
め
に
は
売

り
物
で
あ
る
電
気
を
集
め
る
の
が
大
切
な
ん
だ
。

　

そ
こ
で
大
き
な
壁
に
な
っ
て
い
る
の
が
周
波
数
の

違
い
。
国
内
の
電
気
は
静
岡
県
の
富
士
川
あ
た
り
を

境
に
、
東
日
本
が
50
㌹
、
西
日
本
が
60
㌹
と
分
か
れ

て
い
る
。
互
い
に
や
り
取
り
す
る
に
は
周
波
数
変
換

所
を
通
し
て
数
値
を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
で
も

電
力
自
由
化
以
前
は
そ
の
利
用
率
は
少
な
か
っ
た
の

で
、
変
換
で
き
る
量
に
は
限
り
が
あ
る
ん
だ
。
だ
か

ら
今
、
周
波
数
変
換
能
力
の
強
化
を
進
め
、
電
気
が

全
国
で
ス
ム
ー
ズ
に
融
通
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
っ

て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
だ
。

日本テクノキャラクター

２
０
１
６
年
度 

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
、前
年
度
比
０・２
％
減

　

２
０
１
８
年
１
月
、
環
境
省
は
２
０
１
６
年
度
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
（
速
報
値
）
の
修
正
版
を
公

表
し
た
。
前
年
12
月
に
公
表
し
た
際
、同
年
度
の「
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
給
実
績
」
を
算
定
に
用
い
た
が
、
そ
こ

に
集
計
の
誤
り
が
あ
っ
た
た
め
、
修
正
を
加
え
た
。

　

国
内
の
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
は
、
前
年
度
か

ら
０
・
２
％
（
３
０
０
万
㌧
）
減
の
13
億
２
２
０
０

万
㌧
だ
っ
た
。
２
０
１
４
年
度
か
ら
３
年
度
連
続
で

減
少
し
て
い
る
。
環
境
省
で
は
、
そ
の
要
因
と
し
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
や
原
発
の
再
稼

働
を
あ
げ
て
い
る
。

　

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
量
の
部
門
別
の
内

訳
は
、
工
場
な
ど
産
業
部
門
が
前
年
度
比
４
・
０
％

減
の
４
億
１
８
０
０
万
㌧
、
自
動
車
な
ど
運
輸
部
門

が
同
０
・
８
％
減
の
２
億
１
５
０
０
万
㌧
、
オ
フ
ィ

ス
な
ど
業
務
そ
の
他
部
門
が
同
５
・
３
％
減
の
２
億

１
９
０
０
万
㌧
、
家
庭
部
門
が
同
２
・
９
％
減
の
１

億
７
９
０
０
万
㌧
、
発
電
所
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転

換
部
門
が
同
37
・
３
％
増
の
１
億
１
３
０
０
万
㌧
と

な
っ
た
。

の

Ａ Ａ

環境分野の

国際条約

ポイント解説シリーズ

※経済産業省公表資料をもとに作成。

「絶滅のおそれのある野生動植物の
種の国際取引に関する条約」

附属書 Ⅰ 附属書 Ⅱ 附属書 Ⅲ

記載基準

絶滅のおそれの
ある種で、取引
による影響を受
けている、または
受けるおそれが
あるもの

現在は必ずしも
絶滅のおそれは
ないが、取引を
規制しなければ
絶滅のおそれが
あるもの

締約国が自国内
の保護のため、
他の締約国・地
域の協力を必要
とするもの

規制内容

● 学術研究目的
の取引は可能
● 輸出国と輸入
国の双方の許
可書が必要

● 商業目的の取
引は可能
● 輸出国政府発
行の輸出許可
書等が必要

● 商業目的の取
引は可能
● 輸出国政府発行
の輸出許可書ま
たは原産地証明
書等が必要

対象種
（例）

オランウータン、
ゴリラ、アジアア
ロワナ、ジャイア
ントパンダ、木香、
ウミガメ　など

クマ、タカ、オウム、
ライオン、ピラル
ク、サンゴ、サボ
テン、ラン、トウ
ダイグサ　など

セイウチ（カナダ）、
ワニガメ（アメリ
カ）、タイリクイタ
チ（インド）、サン
ゴ（中国）　など

附属書 Ⅰ

マッコウクジラ、ツチクジラ、ミンククジラ、イワシク
ジラ（北太平洋の個体群、東経0～70度と赤道か
ら南極大陸に囲まれる範囲の個体群を除く）、ニタリ
クジラ、ナガスクジラ、カワゴンドウ

附属書 Ⅱ

ヨゴレ、アカシュモクザメ、ヒラシュモクザメ、シロ
シュモクザメ、ウバザメ、ホホジロザメ、ニシネズミ
ザメ、ジンベイザメ、タツノオトシゴ属全種、クロト
ガリザメ、オナガザメ類

COP23COP23で合意したタラノア対話

●２０１８年の１月からCOP24まで議論
● 各国や他の組織から幅広く情報を集
める「準備フェーズ」を1月から12月
のCOP24まで実施する
● 閣僚級の議論を行う「政治フェーズ」
をＣＯＰ２４で実施する
●「タラノア」はフィジー語。包摂的で参
加型の透明な対話を意味する

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
ト
ッ
ク
テ
イ
ク

これを検証し、５年ごとに
各国の目標を修正していく
プロセス

各国の削減
目標を集計
したもの

１.５～２℃未
満の目標に
つながるか
どうか

パリ協定の始まる
２０２０年より前に実施

タラノア対話

http://econews.jp/newspaper/thinking/index.html
http://n-techno-online.com/SHOP/enepkt.html
http://www.n-techno.co.jp/wi-fi/
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て
い
た
こ
と
の
表
れ
だ
。
ト
ン
ボ

は
日
本
を
象
徴
し
、
そ
し
て
子
ど

も
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
日
本
の

発
展
を
祈
る
心
と
、
子
ど
も
に
自

社
の
商
品
を
着
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
思
い
を
込
め
て
、
同
社
の
商

標
と
な
っ
た
。

　
　
　
　

　
　
　
　

　

生
態
系
か
ら
み
て
も
、
環
境
の

よ
い
場
所
に
多
く
生
息
す
る
ト
ン

ボ
は
、
豊
か
な
自
然
の
シ
ン
ボ
ル

と
も
い
え
る
。
同
社
は
環
境
の
大

切
さ
を
広
く
伝
え
る
た
め
に
、
創

業
１
１
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て

１
９
８
６
年
に
「
Ｗ
Ｅ 

Ｌ
Ｏ
Ｖ

Ｅ 

ト
ン
ボ
」
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

　

桜
咲
く
春
。
入
学
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
る
と
、
真
新
し
い
制
服
に

身
を
包
み
、
晴
れ
や
か
な
表
情

を
う
か
べ
た
新
入
生
を
多
く
見
か

け
る
。
今
回
紹
介
す
る
株
式
会
社 

ト
ン
ボ
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
学

校
の
制
服
を
中
心
と
し
た
衣
料
品

の
製
造
販
売
を
行
っ
て
き
た
企
業

だ
。
創
業
の
歴
史
は
古
く
、
１
８

７
６
年
に
綿
花
栽
培
の
盛
ん
だ
っ

た
岡
山
で
、
足
袋
製
造
か
ら
事
業

を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
縫
製
技

術
を
生
か
し
、
１
９
３
０
年
に
機

能
性
と
デ
ザ
イ
ン
を
両
立
さ
せ
た

学
生
服
の
生
産
・
販
売
を
開
始
す

る
。
現
在
の
ト
ン
ボ
学
生
服
の
第

一
歩
で
あ
り
、
そ
の
頃
よ
り
「
ト

ン
ボ
」
が
商
標
と
し
て
使
用
さ
れ

始
め
た
。

　

日
本
最
古
の
歴
史
書「
古
事
記
」

で
は
日
本
の
こ
と
を
「
秋あ

き
つ
し
ま

津
洲
」

と
表
記
し
て
い
る
。「
秋
津
」
と

は
ト
ン
ボ
の
古
い
呼
び
名
で
、
日

本
に
数
多
く
の
ト
ン
ボ
が
生
息
し

に
協
賛
。
32
回
と
な
っ
た
２
０
１

７
年
度
は
全
国
各
地
か
ら
14
万
点

以
上
の
応
募
が
あ
っ
た
。
豊
か
な

自
然
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ト
ン
ボ

を
観
察
し
、
描
く
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
が
自
然
と
生
き
物
の
大
切

さ
に
気
づ
き
、
自
然
を
守
る
心
が

生
ま
れ
れ
ば
│
│
。
そ
の
思
い
に

多
く
の
学
校
関
係
者
を
は
じ
め
省

庁
や
各
団
体
が
賛
同
す
る
。

　

豊
か
な
自
然
を
実
現
す
る
た
め

２
０
１
２
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の

が
「
真
庭
ト
ン
ボ
の
森
づ
く
り
活

動
」だ
。
活
動
拠
点
と
な
る
の
は
、

岡
山
県
真
庭
市
の
自
然
公
園
に
隣

接
す
る
約
２
㌶
の
森
。
約
50
年
放

置
さ
れ
た
森
は
、
活
動
前
は
暗
く

て
一
面
に
笹
が
お
い
茂
る
ほ
ど
荒

れ
て
い
た
が
、
社
員
と
そ
の
家
族

の
ほ
か
、
地
元
市
民
の
協
力
に
よ

り
徐
々
に
整
備
さ
れ
た
。
過
去
５

年
間
の
活
動
で
薄
暗
か
っ
た
森
に

光
が
差
し
込
む
よ
う
に
な
り
、
多

様
な
動
植
物
が
共
生
す
る
場
所
へ

と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　
　
　
　

　
　
　
　

　

企
業
規
模
の
拡
大
と
と
も
に
、

社
会
的
使
命
や
責
任
が
大
き
く
な

る
中
で
、
京
都
議
定
書
が
採
択
さ

れ
た
１
９
９
７
年
か
ら
、
業
界
に

先
駆
け
て
エ
コ
商
品
の
開
発
と
環

境
経
営
に
取
り
組
ん
だ
。
循
環
型

社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
る
中
、

回
収
し
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
か
ら
で

き
た
再
生
繊
維
を
使
い
、
学
生
服

や
セ
ー
ラ
ー
服
、
シ
ャ
ツ
、
体
育

着
な
ど
の
製
造
に
生
か
し
て
い

る
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
か
ら
生
ま
れ

る
再
生
素
材
は
、
も
と
も
と
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
繊
維
と
同
じ
組
成
の
物

質
で
あ
り
、
耐
久
性
に
優
れ
て
い

る
の
が
特
長
だ
。

　

株
式
会
社 

ト
ン
ボ
は
豊
か
な

自
然
の
シ
ン
ボ
ル
「
ト
ン
ボ
」
を

旗
印
と
し
て
、
地
球
環
境
の
保
全

が
最
重
要
課
題
の
１
つ
で
あ
る
こ

と
を
社
員
全
員
が
自
覚
し
て
い

る
。
次
世
代
に
向
け
て
ト
ン
ボ
が

雄
飛
す
る
豊
か
で
住
み
よ
い
循
環

型
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
今
後

も
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
。

商標は豊かな自然のシンボル
半
世
紀
放
置
さ
れ
た
森
の
再
生
活
動
も

垂
直
軸
風
車
を
研
究

　

Ｒ
Ｓ
Ｅ
Ｔ
は
、
安
全
で
持

続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産

技
術
に
よ
っ
て
循
環
型
社
会

の
構
築
に
貢
献
し
て
い
く
た

め
、
２
０
１
１
年
に
発
足
し

た
。
３
部
門
で
構
成
さ
れ
る

研
究
組
織
の
う
ち
、
今
回
は

大
容
量
発
電
技
術
部
門
の
部

門
長
で
あ
る
木
綿
隆
弘
教
授

に
風
力
発
電
研
究
の
最
前
線

と
、
そ
の
課
題
に
つ
い
て
話

を
聞
い
た
。

　

風
力
発
電
は
現
在
、
海
岸

線
や
洋
上
な
ど
に
設
置
さ
れ

た
３
本
羽
根
の
大
型
プ
ロ
ペ

ラ
で
発
電
機
を
回
す
風
車
タ

イ
プ
が
主
流
で
、
こ
れ
は
水

平
軸
方
式
と
呼
ば
れ
る
。
一

定
風
向
・
風
力
が
見
込
め
る

場
所
で
大
量
の
電
気
を
つ
く

る
の
に
適
し
て
い
る
反
面
、

設
備
が
大
掛
か
り
な
う
え
、

騒
音
が
大
き
く
、
風
が
乱
れ

る
た
め
、
市
街
地
な
ど
へ
の

設
置
は
不
向
き
で
あ
る
。

　
「
Ｒ
Ｓ
Ｅ
Ｔ
は
地
産
地
消

を
通
じ
、
一
般
家
庭
や
オ
フ

ィ
ス
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
現
在
は
ビ
ル

　
「
こ
こ
は
科
学
館
で
は
な

く
、
未
来
館
。
未
来
に
つ
い

て
考
え
る
場
所
で
す
」
と
話

す
の
は
、
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
タ
ー
（
工
学
博
士
）
の
片

平
圭
貴
さ
ん
。
東
京
都
江
東

区
青
海
に
あ
る
日
本
科
学
未

来
館
は
、「
世
界
を
さ
ぐ
る
」

「
未
来
を
つ
く
る
」「
地
球
と

つ
な
が
る
」
と
い
う
３
つ
の

テ
ー
マ
の
も
と
、
先
端
科
学

技
術
を
、
宇
宙
、
生
命
、
情

報
な
ど
の
分
野
に
分
け
て
紹

介
し
て
い
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
「
科
学
館
で

は
な
い
」
の
か
。
そ
れ
は
、

科
学
を
通
じ
て
思
考
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
か
ら
だ
。

　

同
館
で
は
、
片
平
さ
ん
の

よ
う
な
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

タ
ー
と
呼
ば
れ
る
ス
タ
ッ
フ

が
、
来
館
者
と
対
話
し
な
が

ら
未
来
に
つ
い
て
考
え
る
き

っ
か
け
づ
く
り
を
行
う
。
展

示
物
は
ツ
ー
ル
の
１
つ
で
あ

り
、
来
館
者
が
そ
こ
で
課
題

を
発
見
す
る
こ
と
に
重
き
が

置
か
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　

　

２
０
１
６
年
４
月
、
館
内

の
半
数
近
く
の
展
示
物
が
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。
そ

こ
で
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た

の
が
、「
未
来
逆
算
思
考
」。

次
世
代
に
理
想
の
地
球
を
届

け
る
ゲ
ー
ム
形
式
の
体
験
展

示
だ
。

　

ま
ず
展
示
入
口
で
50
年
後

の
地
球
に
住
む
私
た
ち
の
子

孫
か
ら
手
紙
が
届
く
。「
人

間
が
豊
か
さ
や
便
利
さ
を
求

め
て
モ
ノ
を
消
費
し
て
き
た

結
果
、
私
た
ち
は
資
源
や
文

化
を
失
い
、
貧
し
い
時
代
を

生
き
て
い
る
」
と
。
こ
う
し

た
未
来
を
救
う
た
め
、
50
年

後
か
ら
逆
算
し
て
理
想
の
地

球
を
届
け
る
の
だ
。

　

次
に
８
つ
の
テ
ー
マ
か
ら

理
想
の
地
球
を
選
ぶ
。「
地

球
温
暖
化
が
ス
ト
ッ
プ
し
た

地
球
」
や
「
い
つ
ま
で
も
き

れ
い
な
水
が
飲
め
る
地
球
」

と
い
っ
た
環
境
に
関
連
す
る

も
の
を
は
じ
め
、「
言
葉
の

多
様
性
が
守
ら
れ
て
い
る
地

球
」
な
ど
文
化
を
テ
ー
マ
と

し
た
も
の
も
選
択
で
き
る
。

こ
こ
で
理
想
の
地
球
へ
導
く

た
め
の
ル
ー
ト
を
自
ら
決

め
、
ゲ
ー
ム
を
進
め
て
い
く

が
、
そ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

障
害
が
待
ち
受
け
る
。

　

終
了
後
、
再
び
子
孫
か
ら

手
紙
が
届
き
、
障
害
に
当
た

っ
た
と
き
、
地
球
で
何
が
起

き
て
い
た
の
か
を
知
ら
せ
て

く
れ
る
。
画
面
で
は
研
究
者

か
ら
の
解
説
も
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
、
こ
の
先
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
よ
い
か
考
え
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

実
際
に
理
想
の
地
球
を
届

け
ら
れ
る
の
は
、
１
０
０
人

に
１
人
ほ
ど
の
割
合
。
そ
れ

だ
け
明
る
い
未
来
を
届
け
る

の
は
難
し
い
こ
と
な
の
だ
。

「
50
年
後
に
理
想
の
地
球
を

届
け
ら
れ
な
か
っ
た
。で
は
、

ど
う
す
べ
き
か
自
ら
考
え
る

こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
で

す
。
一
人
ひ
と
り
が
未
来
づ

く
り
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」

と
片
平
さ
ん
は
話
す
。

　
　
　
　
　

　

社
会
の
変
化
に
身
を
任
せ

て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
私
た

ち
。
し
か
し
、
誰
も
が
社
会

や
環
境
を
変
え
て
い
く
チ
ャ

ン
ス
を
持
っ
て
い
る
。
広
報

担
当
の
西
岡
真
由
美
さ
ん

は
、「
当
館
は
市
民
と
専
門

家
を
つ
な
ぐ
拠
点
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
の
人
が
意
見
を
発
信
し
、

語
り
合
い
な
が
ら
こ
れ
か
ら

の
世
界
を
形
づ
く
る
場
に
し

て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　

同
館
に
は
「
未
来
逆
算
思

考
」
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
で
未
来
を
考
え
る
き
っ

か
け
が
、
ち
り
ば
め
ら
れ
て

い
る
。
あ
な
た
の
参
加
が
未

来
を
変
え
る
一
歩
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。

の
屋
上
な
ど
を
利
用
し
て
効

率
よ
く
電
気
を
つ
く
る
ケ
ー

ス
を
想
定
し
、
実
用
化
に
向

け
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
屋

上
の
よ
う
に
限
ら
れ
た
ス
ペ

ー
ス
で
風
向
や
風
力
が
一
定

で
な
い
場
所
で
は
、
羽
根
が

固
定
さ
れ
た
風
車
よ
り
、
風

向
に
合
わ
せ
て
羽
根
の
角
度

が
変
化
す
る
可
変
ピ
ッ
チ
式

の
垂
直
軸
風
車
（
上
写
真
の

模
型
）
を
複
数
設
置
す
る
ほ

う
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
に

活
用
で
き
ま
す
。
ち
な
み
に

実
物
の
羽
根
は
長
さ
約
２

㍍
、
定
格
出
力
は
約
１
㌔
㍗

で
す
」（
木
綿
教
授
）。

自
前
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

　

垂
直
軸
タ
イ
プ
の
風
車
は

弱
風
（
低
回
転
）
で
も
安
定

し
た
出
力
が
見
込
め
る
。
ま

た
、
発
電
機
を
下
部
に
置
く

た
め
安
定
性
も
高
い
。
写
真

の
模
型
は
翼
の
形
状
を
し
た

羽
根
と
風
見
鶏
の
よ
う
な
風

向
計
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

る
。
木
綿
教
授
ら
は
そ
の
構

造
に
改
良
を
重
ね
て
い
っ

た
。「
研
究
の
結
果
、
翼
制

御
の
軸
（
風
向
計
）
と
発
電

機
の
軸
を
分
け
、
こ
の
軸
の

間
隔
を
風
車
運
転
中
で
も
変

え
ら
れ
る
円
筒
カ
ム
と
い
う

装
置
を
２
つ
組
み
合
わ
せ
た

２
軸
２
カ
ム
方
式
が
よ
い
と

わ
か
っ
た
ん
で
す
」。

　

独
自
開
発
し
た
出
力
制
御

方
式
で
は
、
風
速
２
〜
９
㍍

の
低
回
転
時
に
円
筒
カ
ム
が

風
向
に
対
し
翼
制
御
軸
と
発

電
機
軸
を
平
行
に
並
べ
、
発

電
効
率
を
最
大
化
す
る
。
一

方
で
風
速
10
㍍
以
上
の
高
回

転
に
移
行
す
る
と
、
円
筒
カ

ム
が
自
動
的
に
翼
制
御
軸
だ

け
を
当
初
の
位
置
か
ら
移
動

さ
せ
、
風
車
の
回
転
数
を
下

げ
る
。
こ
の
仕
組
み
に
よ
っ

て
、
強
風
時
に
安
定
し
た
発

電
が
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に

風
車
の
破
損
を
防
ぐ
の
に
役

立
つ
と
い
う
。

　

今
後
の
小
型
風
力
発
電
の

一
般
化
に
向
け
た
課
題
を
木

綿
教
授
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、

風
車
を
低
価
格
化
し
つ
つ
、

騒
音
の
低
減
と
耐
久
性
の
向

上
を
図
る
こ
と
だ
と
答
え
が

返
っ
て
き
た
。

　
「
こ
れ
ら
の
課
題
が
解
決

す
る
と
実
用
化
は
急
速
に
進

む
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
日

本
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
風
力
に
加

え
廃
熱
や
太
陽
光
な
ど
、
Ｒ

Ｓ
Ｅ
Ｔ
で
研
究
中
の
他
の
技

術
も
加
え
て
総
合
的
に
運
用

す
れ
ば
、
自
前
で
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
賄
え
る
家
庭
や
ビ
ル
、

オ
フ
ィ
ス
街
が
誕
生
し
て
い

く
で
し
ょ
う
。
技
術
力
・
発

想
力
を
生
か
し
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
運
用
を

実
現
す
べ
く
、
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
」。

環境活動を推進する企業の物語

第22話　株式会社トンボ

Environmental Information

　

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
な
）
社
会
を
築
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
、
学

術
研
究
の
最
先
端
か
ら
探
っ
て
い
く
本
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
「
金
沢
大
学

理
工
研
究
域
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
Ｒ
Ｓ

Ｅ
Ｔ
）」
で
研
究
が
進
む
小
型
風
力
発
電
技
術
を
追
っ
た
。

環境体験型
施設ナビ

vol.12

第５回　小型風力発電

木
き

綿
わた

隆
たか

弘
ひろ

「真庭トンボの森づ
くり活動」の様子。
トンボの社員とそ
の家族、地元市民
らが協力して活動
を継続し、かつては
薄暗かった森に光
が差し込むようにな
った。多様な動植
物が共生する森へ
と変わりつつある。

（講談社 920円＋税）

人類と気候の10万年史 過去に何が起きたのか、 これから何が起こるのか
中川 毅 著

湖
底
の
地
層
か
ら
探
る
太
古
の
気
候
変
動

　

樹
木
の
年
輪
の
よ
う
に
１
年
ご

と
に
重
な
っ
て
い
る
「
年ね

ん

縞こ
う

」
と

呼
ば
れ
る
地
層
。
堆
積
さ
れ
る
に

は
、
酸
素
が
供
給
さ
れ
な
い
水
面

下
な
ど
、
い
く
つ
も
の
特
異
な
自

然
現
象
が
揃
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。「
奇
跡
的
」
と
も
い
わ
れ
る

数
万
年
も
の
時
を
刻
む
年
縞
が
福

井
県
に
あ
る
水
月
湖
で
見
つ
か
っ

た
。
現
在
そ
れ
は
地
質
学
で
年
代

を
測
定
す
る
際
の
世
界
標
準
と
し

て
、
お
よ
そ
７
万
年
分
の
い
わ
ば

「
も
の
さ
し
」
や
「
目
盛
り
」
と

い
っ
た
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

本
書
は
水
月
湖
の
年
縞
を
詳
細

に
分
析
し
、世
界
の
研
究
者
に「
レ

イ
ク
・
ス
イ
ゲ
ツ
」
と
し
て
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
研
究
過
程
を
紹

介
す
る
。
地
質
や
気
候
、
堆
積
物

に
含
ま
れ
る
花
粉
の
分
析
な
ど
関

連
す
る
知
識
の
わ
か
り
や
す
い
解

説
を
交
え
な
が
ら
、
不
屈
の
精
神

で
研
究
を
遂
げ
た
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク

な
逸
話
も
織
り
交
ぜ
る
。

　

だ
が
「
年
代
の
目
盛
り
を
作
る

こ
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
目
標

の
半
分
で
し
か
な
か
っ
た
」（
８

頁
）。
目
指
す
の
は
目
盛
り
を
使

い
、
過
去
の
気
候
変
動
の
様
子
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
だ
。
１
万
年

以
上
前
の
氷
期
、
気
温
の
変
動
幅

が
わ
ず
か
数
年
ほ
ど
で
10
℃
近
く

に
も
達
し
て
い
た
こ
と
を
導
く
。

そ
の
結
果
か
ら
推
察
し
、
当
時
の

人
類
は
気
候
変
動
に
も
適
応
性
が

高
い
狩
猟
採
集
の
暮
ら
し
を
継
続

し
た
と
考
え
る
。
農
耕
生
活
に
移

る
の
は
そ
の
後
の
気
候
が
安
定
し

て
か
ら
だ
と
考
察
す
る
…
…
。

　

過
去
、
人
類
が
直
面
し
た
障
壁

の
情
報
は
、
将
来
訪
れ
る
危
機
へ

の
有
用
な
知
見
に
な
る
。

弱
風
も
生
か
す
垂
直
軸

金沢大学理工学域 機械工学類 
流体工学研究室教授。ＲＳＥＴ・
大容量発電技術部門の部門長。

次世代に理想の地球を届ける体験展示「未来逆算思考」。

にっぽんかがくみらいかん

住所◉東京都江東区青海2-3-6 ／電話◉03-3570-
9151（代）／開館時間◉10:00～17:00（入場券購入
は16:30まで）／休館日◉火曜日（祝日の場合は開館）、
１２月２８日～１月１日（臨時の開・休館日あり）／入
館料◉大人６２０円・１８歳以下２１０円（その他、団体
割引、企画展の特別料金などあり）／ホームページ◉
http://www.miraikan.jst.go.jp/

考える──理想の地球の届け方

日
本
科
学
未
来
館

正確な騒音測定のため学生が自作した消音
実験設備。出力センサーを取りつけている。

家庭やビルに自前のエネルギー

「WE LOVE トンボ」絵画コンクー
ルの最終審査会の様子。全国各地
から１４万点以上の応募があった。

同絵画コンクール表
彰式の記念写真。こ
の催しには多くの学
校関係者をはじめ、
省庁や各団体が賛同
している。

http://econews.jp/newspaper/story/
http://econews.jp/newspaper/academic/
http://econews.jp/newspaper/navi/
http://econews.jp/newspaper/books/
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://econews.jp/
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日本テクノ 営業拠点一覧

本
社
営
業
部

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
１ - 

25 -

１

札
幌
営
業
所

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北
５
条
西
２ -

５

苫
小
牧
営
業
所

北
海
道
苫
小
牧
市
王
子
町
３ -

２ - 

23

秋
田
営
業
所

秋
田
県
秋
田
市
東
通
仲
町
４ -

１

盛
岡
営
業
所

岩
手
県
盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通
２ -

９ -

１

仙
台
営
業
所

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
中
央
１ - 

６ -

35

郡
山
営
業
所

福
島
県
郡
山
市
駅
前
２ - 

10 - 

15

新
潟
営
業
所

新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
弁
天
３ -

２ -

３

長
岡
営
業
所

新
潟
県
長
岡
市
今
朝
白
１ -

８  - 

18

高
崎
営
業
所

群
馬
県
高
崎
市
八
島
町
２
７
４

宇
都
宮
営
業
所

栃
木
県
宇
都
宮
市
大
通
り
２ -

４ -

３

小
山
営
業
所

栃
木
県
小
山
市
駅
東
通
り
１ -

６ -

９

水
戸
営
業
所

茨
城
県
水
戸
市
城
南
１ -

４ -

７

つ
く
ば
営
業
所

茨
城
県
つ
く
ば
市
竹
園
１ -

６ -

１

熊
谷
営
業
所

埼
玉
県
熊
谷
市
筑
波
２ - 

15

さ
い
た
ま
営
業
所

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
１ -

９ -

４

西
埼
玉
営
業
所

埼
玉
県
入
間
市
豊
岡
１ -

３ - 

18

柏

営

業

所

千
葉
県
柏
市
柏
４ -

８ - 

14

千
葉
営
業
所

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
新
田
町
１ -

１

立
川
営
業
所

東
京
都
立
川
市
曙
町
２ - 

35 -

２

横
浜
営
業
所

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
３ - 

19 - 

11

相
模
原
営
業
所

神
奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
鹿
沼
台
２ - 

17 - 

18

横
須
賀
営
業
所

神
奈
川
県
横
須
賀
市
小
川
町
14 -

１

藤
沢
営
業
所

神
奈
川
県
藤
沢
市
藤
沢
４
８
４ -

１

長
野
営
業
所

長
野
県
長
野
市
栗
田
１
０
０
０ -

１

松
本
営
業
所

長
野
県
松
本
市
深
志
２ -

５ -

２

甲
府
営
業
所

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
２ - 

29 -

４

沼
津
営
業
所

静
岡
県
沼
津
市
大
手
町
３ -

８ - 

23

静
岡
営
業
所

静
岡
県
静
岡
市
葵
区
紺
屋
町
17 -

１

浜
松
営
業
所

静
岡
県
浜
松
市
中
区
板
屋
町
１
１
１ -

２

岡
崎
営
業
所

愛
知
県
岡
崎
市
唐
沢
町
11 -

５

名
古
屋
営
業
所

愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
葵
３ - 

15 - 

31

金
沢
営
業
所

石
川
県
金
沢
市
本
町
２ - 

15 -

１

岐
阜
営
業
所

岐
阜
県
岐
阜
市
橋
本
町
２ -

８

滋
賀
営
業
所

滋
賀
県
彦
根
市
佐
和
町
11 - 

30

三
重
営
業
所

三
重
県
四
日
市
市
鵜
の
森
１ -

３ - 

20

京
都
営
業
所

京
都
府
京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
御
池
下
ル
虎
屋
町
５
６
６ -

１

大
阪
営
業
所

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
４ - 

14 -

３

堺

営

業

所

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
花
田
口
町
２ -

３ - 

20 

神
戸
営
業
所

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
磯
上
通
８ -

３ -

５

姫
路
営
業
所

兵
庫
県
姫
路
市
南
駅
前
町
１
０
０

島
根
営
業
所

島
根
県
松
江
市
御
手
船
場
町
５
５
３ -

６

岡
山
営
業
所

岡
山
県
岡
山
市
北
区
下
石
井
２ -

１ - 

18

広
島
営
業
所

広
島
県
広
島
市
東
区
若
草
町
12 -

１

山
口
営
業
所

山
口
県
山
口
市
小
郡
高
砂
町
２ -

７

高
松
営
業
所

香
川
県
高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
２ -

１

松
山
営
業
所

愛
媛
県
松
山
市
一
番
町
３ -

３ -

３

北
九
州
営
業
所

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
浅
野
２ - 

14 -

１

福
岡
営
業
所

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
１ -

２ -

５

大
分
営
業
所

大
分
県
大
分
市
末
広
町
１ -

１ - 

18

長
崎
営
業
所

長
崎
県
長
崎
市
桜
町
５ -

３

熊
本
営
業
所

熊
本
県
熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
２ -

１ - 

24

鹿
児
島
営
業
所

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
中
央
町
18 -

１

沖
縄
営
業
所

沖
縄
県
沖
縄
市
上
地
１ -

１ -

１

０
１
２
０
ー

３
０
８
ー

５
１
２
受
付 

９
時
30
分
〜
17
時
00
分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

8
面
「
環
境
問
題
常
識
テ
ス
ト
」
の
答
え 

◎ 

Ｑ
１
：
b  

／ 

Ｑ
２
：
a 

／ 

Ｑ
３
：
d 

／ 

Ｑ
４
：
c 

ONE
DAY

先輩社員の１日

日
本
の
た
め
に
、
ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
に
、
日
本
テ
ク
ノ
が
で
き
る
こ
と
│
災
害
か
ら
の
復
興
へ
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。いち早く工場を立て直し、復興の象徴的存在に。

　

電
気
の
使
用
状
況
を

「
見
え
る
化
」
す
る
Ｓ
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ（
ス

マ
ー
ト
ク
ロ
ッ
ク
）
に
新

た
な
表
示
モ
ー
ド
が
追
加

さ
れ
た
。
対
象
は
有
機
Ｅ

Ｌ
パ
ネ
ル
搭
載
の
機
種
。

　

時
計
周
囲
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
表

示
は
、
デ
マ
ン
ド
目
標
値

に
対
す
る
超
過
度
合
い
な

ど
に
よ
っ
て
決
ま
り
、
目

Techno View

Come on NewFace

日 本 テ クノ 企 業 情 報

新 卒 者 採 用 情 報

●入社のきっかけ
就職活動では、営業職を志望しており、
何社か内定をいただきました。その中
で日本テクノに決めたのは「経営者と
お会いする仕事」だったからです。学
生時代は社会人と接することで学べた
機会が多くあり、経営者や企業トップら
に常に接する仕事であれば、自分が成
長できると思いました。今でも知らない
ことについて学ぶ毎日です。

●自分の営業スタイル
現在の地域を担当して約３年半。ユー
ザー数は着実に増えてきました。最近
は、今まで培ったお客様との信頼関係が
「紹介」につながることを実感してい
ます。今後顧客満足度をさらに高める
ために、「コストを含め電気に関するさ
まざまな改善効果を実感してもらうこと」
「見える化を通じスタッフの意識が変わ
るようお手伝いをすること」の2点を
重視して、活動を続けます。

　

今
回
は
さ
い
た
ま
第
二
営
業
所
班
長
・
見
村
翔
祐
の
１
日
。
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き

た
ユ
ー
ザ
ー
と
の
信
頼
関
係
が
、「
紹
介
」と
い
う
形
で
実
を
結
ぶ
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
「
お
客
様
に
満
足
を
届
け
よ
う
」
と
誓
う
２
０
１
４
年
入
社
組
。

國
學
院
大
學
文
学
部
卒 

２
０
１
４
年
４
月
入
社

営
業
本
部　

営
業
部

埼
玉
支
店 

さ
い
た
ま
第
二
営
業
所　

班
長

採用係問い合わせ先

日本テクノ株式会社
人事課 採用係

0120-308-412
（受付時間 平日９:30～18:00）

k.saiyou@n-techno.co.jp

見み

村む

ら 

翔し
ょ
う

祐す

け

使命は「つくり続けること」

　

東
京
か
ら
福
島
を
経
由
し

宮
城
へ
つ
な
が
る
常
磐
線
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年
た

つ
が
、
現
在
も
富
岡
│
浪
江

間
は
運
休
し
て
お
り
、
被
害

の
大
き
さ
が
う
か
が
え
る
。

株
式
会
社 

エ
ー
ス
パ
ッ
ケ

ー
ジ
・
仙
台
工
場
は
運
休
区

間
よ
り
北
の
宮
城
県
亘
理
町

荒
浜
に
工
場
を
構
え
、
そ
の

周
辺
も
震
度
６
の
揺
れ
を
観

測
し
た
。
同
社
は
中
元
、
歳

暮
、
季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
使
う
ギ
フ
ト
用
の
段

ボ
ー
ル
を
製
造
し
て
い
る
。

　

震
災
当
日
、
大
き
な
揺
れ

を
感
じ
た
専
務
取
締
役
の
潮

栄
次
さ
ん
は
す
ぐ
に
製
造
機

器
を
停
止
し
、
従
業
員
を
近

く
の
学
校
へ
避
難
さ
せ
た
。

自
宅
も
気
が
か
り
だ
が
、
責

任
者
と
し
て
工
場
に
残
っ

た
。「
荒
浜
地
区
の
中
で
、

唯
一
こ
の
地
域
だ
け
津
波
が

到
達
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
学

校
に
避
難
で
き
な
い
お
年
寄

り
や
幼
い
子
ら
を
優
先
し
て

事
務
所
に
受
け
入
れ
、
総
勢

さ
ん
は
「
必
要
と
す
る
人
が

１
人
で
も
い
る
限
り
つ
く
り

続
け
る
の
が
使
命
と
思
い
、

お
客
様
の
た
め
工
場
を
稼
働

し
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

そ
の
思
い
が
通
じ
、
従
業

員
全
員
の
取
り
組
み
も
実
を

結
ん
で
、
５
月
後
半
に
は
以

前
と
同
様
の
受
注
数
を
確
保

で
き
た
。
地
域
の
中
で
も
い

ち
早
く
工
場
の
立
て
直
し
が

図
れ
た
同
社
は
、
事
業
活
動

を
通
じ
、
こ
の
被
災
地
が
元

気
で
い
る
こ
と
を
全
国
に
発

信
し
て
く
れ
た
。
復
興
の
象

徴
的
存
在
と
し
て
、
日
本
を

明
る
く
照
ら
し
て
く
れ
た
。

30
人
で
２
晩
過
ご
し
た
ん
で

す
」。
床
に
商
材
の
段
ボ
ー

ル
を
敷
き
底
冷
え
を
防
ぎ
、

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
使
い
フ
ァ

ン
ヒ
ー
タ
ー
か
ら
暖
を
と
っ

た
。
地
域
住
民
の
協
力
の
も

と
炊
き
出
し
も
し
た
。

　

３
日
後
に
工
場
を
片
づ
け

て
み
る
と
重
さ
１
㌧
も
の
段

ボ
ー
ル
原
紙
が
倒
れ
、
20
㌧

以
上
の
製
造
機
は
30
㌢
ほ
ど

も
ず
れ
て
い
た
。
そ
の
光
景

に
改
め
て
地
震
の
脅
威
を
感

じ
た
と
い
う
。電
気
・
ガ
ス
の

ほ
か
電
話
の
不
通
も
不
安
を

あ
お
る
。
５
台
の
携
帯
電
話

を
か
け
続
け
、
埼
玉
の
本
社

に
従
業
員
の
無
事
を
伝
え
ら

れ
た
の
は
２
日
後
だ
っ
た
。

　

10
日
後

に
電
気
が

復
旧
し
生

産
活
動
を
始
め
ら
れ
た
。
し

ば
ら
く
は
電
話
回
線
が
不
安

定
だ
っ
た
た
め
、
取
引
先
と

は
メ
ー
ル
で
や
り
取
り
し
、

伝
票
が
必
要
な
際
は
車
で
１

時
間
か
か
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
使
っ

た
。
と
は
い
え
売
上
は
震
災

前
か
ら
半
減
し
て
い
た
。
潮

出
社
。
持
参
す
る
資
料
の
最

終
確
認
を
済
ま
せ
、
朝
礼
。

営
業
所
出
発
。
今
日
も
安
全

運
転
で
客
先
へ
向
か
う
。

包
装
資
材
製
造
の
Ａ
社
訪

問
。
ス
タ
ッ
フ
の
意
識
改
革

効
果
を
実
感
し
た
社
長
か

ら
、「
う
ち
の
事
例
を
話
し

て
み
な
よ
」
と
県
内
の
同
業

者
を
３
件
紹
介
さ
れ
る
。
幸

先
の
い
い
ス
タ
ー
ト
だ
。

Ｂ
社
訪
問
。
ア
ポ
イ
ン
ト
は

あ
っ
た
が
担
当
者
に
急
用
が

入
っ
て
し
ま
い
、
日
を
改
め

08:30

い
て
「
お
褒
め
の
言
葉
」
を

い
た
だ
い
た
。認
め
ら
れ
て
、

素
直
に
う
れ
し
い
。

新
規
開
拓
で
Ｅ
社
訪
問
。
事

業
所
が
複
数
あ
る
と
の
こ

と
。
退
出
後
、
上
司
に
連
絡

を
取
り
、
今
後
の
営
業
方
法

を
相
談
す
る
。

携
帯
電
話
か
ら
１
日
の
成
果

の
中
間
報
告
や
関
係
各
所
へ

の
連
絡
。

再
び
新
規
開
拓
。
以
前
か
ら

何
度
も
訪
問
し
て
い
た
が
、

代
表
が
不
在
だ
っ
た
Ｆ
社
。

今
日
は
面
談
で
き
、
見
積
の

依
頼
が
も
ら
え
た
。

帰
社
・
終
礼
。

退
社
。お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

09:1511:00 10:00

15:0016:0017:1518:001８:30

　

日
本
テ
ク
ノ
は
、
２
０
１

７
年
12
月
に
日
本
商
工
会
議

所
（
日
商
）
が
公
表
し
た

「
商
工
会
議
所
環
境
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
」（
１
面
記
事
）

の
策
定
に
協
力
し
、
省
エ
ネ

事
例
や
映
像
の
提
供
を
行
っ

た
。
プ
ラ
ン
の
基
本
コ
ン
セ

プ
ト
で
あ
る
「
経
営
課
題
の

解
決
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
省
エ
ネ
」は
、 

「
電
気
の
見
え
る
化
・
理わ

解か

る
化
」を
通
じ
て
業
務
改
善
・

従
業
員
の
意
識
改
革
・
生
産

性
向
上
を
実
現
し
、
省
エ
ネ

を
図
る
同
社
の
事
業
ス
キ
ー

ム
と
合
致
し
て
お
り
、
事
例

や
映
像
が
多
数
蓄
積
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
策

定
協
力
に
つ
な
が
っ
た
。　

　

プ
ラ
ン
を
ま
と
め
た
文
書

は
全
５
章
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
第
２
章
で
13
の
事
例
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
７
例
が
、
日
本
テ
ク
ノ
ユ

ー
ザ
ー
の
取
り
組
み
だ
。
日

商
の
サ
イ
ト
に
は
該
当
事
例

の
映
像
も
リ
ン
ク
さ
れ
、
こ

れ
は
日
本
テ
ク
ノ
提
供
の

「
省
エ
ネ
の
達
人『
企
業
編
』」

を
編
集
し
た
内
容
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
文
書
で
は
、「
地

域
に
あ
る
身
近
な
専
門
支
援

機
関
」
と
し
て
、
一
般
財
団

法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ

ー
な
ど
と
と
も
に
日
本
テ
ク

ノ
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

今
後
、
策
定
し
た
プ
ラ
ン

を
普
及
さ
せ
る
た
め
、
各
地

の
商
工
会
議
所
で
、
研
修
会

や
講
習
会
を
開
催
す
る
。
そ

こ
で
は
、「
省
エ
ネ
の
達
人

『
企
業
編
』」
の
一
部
再
編
集

版
が
上
映
さ
れ
る
ほ
か
、
日

本
テ
ク
ノ
か
ら
の
講
師
派
遣

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

「省エネの達人『企業編』」の番組で、取
り組みが経営課題の解決につながってい
る事例を、映像資料として提供している。

日
本
を
照
ら
す
復
興
の
象
徴

　 事例の紹介や映像の提供

標
の
設
定
は
30
分
単
位
の

１
日
48
コ
マ
を
別
々
に
指

定
で
き
る
。
詳
細
な
設
定

を
す
れ
ば
、
業
務
内
容
に

よ
り
適
し
た
省
エ
ネ
活
動

が
導
け
る
が
、
48
コ
マ
の

個
別
設
定
を
手
間
と
感
じ

る
ユ
ー
ザ
ー
は
多
く
、
単

一
の
目
標
で
済
ま
せ
て
い

る
場
合
も
多
い
。

　

そ
こ
で
、
状
況
に
合
わ

せ
た
目
標
設
定
が
簡
便
に

で
き
る
「
セ
イ
サ
ン
セ
イ

モ
ー
ド
」が
開
発
さ
れ
た
。

左
図
の
よ
う
に
自
動
で
目

標
値
が
設
定
で
き
る
。
こ

の
表
示
で
は
時
間
と
仕
事

量
の
関
係
も
意
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
業
務
改
善

に
も
有
用
だ
。

テクノユーザー

復興への歩み

35Scene
「GIFTキャディ」本格採用開始

　

社
員
の
生
産
性
向
上
と
業

務
効
率
改
善
を
目
的
と
し
た

働
き
方
改
革
を
進
め
る
日
本

テ
ク
ノ
が
、
パ
ー
ト
社
員
の

新
し
い
採
用
制
度
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ

Ｔ
キ
ャ
デ
ィ
」
を
全
国
エ
リ

ア
で
開
始
し
た
。
育
児
中
の

人
材
を
中
心
に
募
集
し
、
営

業
社
員
の
サ
ポ
ー
ト
業
務
に

あ
た
っ
て
も
ら
う
。
営
業
社

員
が
新
規
開
拓
に
集
中
で
き

る
環
境
づ
く
り
と
、
育
児
の

合
間
に
働
き
た
い
と
考
え
る

人
の
ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ

さ
せ
た
。
す
で
に
昨
年
３
月

か
ら
試
験
採
用
は
始
め
ら
れ

て
お
り
、
２
０
１
８
年
２
月

現
在
、
関
東
地
方
を
中
心
に

17
名
の
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
キ
ャ
デ
ィ

が
、
実
際
の
現
場
で
活
躍
し

て
い
る
。

　

名
称
に
あ
る「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
」

は
、
同
社
の
実
施
す
る
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
（
ア
シ
ス
ト

サ
ー
ビ
ス
）
の
呼
び
名
。
日

本
テ
ク
ノ
で
は
以
前
か
ら
サ

ー
ビ
ス
の
導
入
企
業
に
、
省

エ
ネ
に
つ
い
て
の
勉
強
会
や

取
り
組
み
方
の
提
案
と
い
っ

た
支
援
活
動
を
無
償
で
実
施

し
て
い
る
。
こ
れ
は
３
〜
12

カ
月
ご
と
に
定
期
的
に
行
う

も
の
で
（
実
施
頻
度
は
導
入

後
の
経
過
日
数
に
よ
っ
て
異

な
る
）、
同
社
で
は
こ
の
活

動
を
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
」
と
呼
ん

で
い
る
。
そ
こ
に
ゴ
ル
フ
で

プ
レ
イ
ヤ
ー
を
支
援
す
る

「
キ
ャ
デ
ィ
」
の
名
を
つ
け

た
。
ユ
ー
ザ
ー
の
省
エ
ネ
活

動
に
寄
り
添
い
ア
シ
ス
ト
し

て
い
く
と
い
う
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。

　

採
用
さ
れ
た
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
キ

ャ
デ
ィ
は
入
社
後
、
一
定
期

　

２
０
１
９
年
新
卒
者
の
採
用
活

動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
日

本
テ
ク
ノ
で
は
、
就
職
活
動
中
の

学
生
に
向
け
た
会
社
説
明
会
の
セ

ミ
ナ
ー
を
各
地
で
開
催
し
て
い

る
。４
月
は
大
阪
、東
京
、名
古
屋
、

福
岡
、
仙
台
で
、
の
べ
13
回
（
左

表
）。
５
月
以
降
も
ほ
ぼ
同
様
の

ペ
ー
ス
で
開
い
て
い
く
予
定
だ
。

　

求
人
す
る
職
種
は
「
総
合
職
営

業
」「
総
合
職
技
術
」「
総
合
職
事

務
」
の
３
つ
。
な
お
総
合
職
営
業

に
は
東
北
・
東
海
・
四
国
・
九
州

の
各
エ
リ
ア
に
お
い
て
地
域
限
定

社
員
と
し
て
の
採
用
枠
も
あ
る
。

　
「
総
合
職
営
業
」
は
、
生
産
工

場
、
商
業
施
設
な
ど
主
に
高
圧
受

電
す
る
法
人
に
、
自
社
開
発
商
品

の
提
案
、
電
力
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
、
契
約
更
新
の
提
案
、
シ
ェ
ア

拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
を

行
う
。「
総
合
職
技
術
」
は
、
キ

ュ
ー
ビ
ク
ル
の
保
守
・
点
検
、
工

事
に
関
す
る
補
助
業
務
を
担
当
。

電
気
主
任
技
術
者
や
電
気
工
事
士

の
有
資
格
者
は
優
遇
さ
れ
る
。「
総

合
職
事
務
」
は
、
勤
務
地
が
沖
縄

で
、
業
務
は
顧
客
情
報
の
管
理
や

電
話
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
問
い

合
わ
せ
対
応
な
ど
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
希
望
者
は
リ

ク
ナ
ビ
ま
た
は
マ
イ
ナ
ビ
の
求
人

サ
イ
ト
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
。

新　開　発

間
の
研
修
を
受
け
る
ほ
か
、

Ｏ
Ｊ
Ｔ
で
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
応
じ
て
業
務
内
容
や
待
遇

も
段
階
的
に
変
化
す
る
。
電

気
に
関
す
る
知
識
が
な
く
て

も
、
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
説
明
が

十
分
で
き
る
よ
う
充
実
し
た

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
用
意

さ
れ
て
い
る
。

　

採
用
活
動
は
主
に
育
児
中

の
人
を
対
象
と
し
て
計
画
し

て
い
た
が
、
実
際
に
は
育
児

休
暇
中
以
外
の
応
募
者
も
多

く
、
幅
広
い
層
が
新
し
い
採

用
制
度
に
興
味
を
示
し
て
い

る
。
そ
う
し
た
反
応
を
好
意

的
に
受
け
止
め
、
積
極
的
な

採
用
活
動
を
続
け
て
い
く
。

ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ「セイサンセイモード」登場

業
務
改
善
に
適
し
た

目
標
値
を
自
動
設
定

セイサンセイモードの仕組み

目標値
を自動算出

この間に使用
傾向を分析

残
り
の
時
間
に

目
標
値
を
適
用

働
き
方
に
新
た
な
提
案

サ
ー
ビ
ス
導
入
企
業
で
省
エ
ネ
手
法
の
説
明
な
ど
二
人

三
脚
で
取
り
組
み
を
支
援
す
る「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
キ
ャ
デ
ィ
」。

採
用
活
動
、積
極
的
に
展
開

日　程 時　間
地　区 場　所

４月3日（火） 10:00～12:00/14:00～ 16:00

大　阪 アットビジネスセンター（大阪市北区）

４月6日（金） 13:00～15:00

東　京 本社セミナールーム（新宿区西新宿）

４月9日（月） 10:00～12:00/13:00～ 15:00

東　京 本社セミナールーム（新宿区西新宿）

４月１１日（水） 10:00～12:00

名古屋 TKP名駅東口カンファレンスセンター　（名古屋市中村区）

４月１３日（金） 10:00～12:00/13:00～ 15:00

東　京 本社セミナールーム（新宿区西新宿）

４月１６日（月） 13:00～15:00

福　岡 天神クリスタルビル（福岡市中央区）

４月１７日（火） 10:00～12:00

大　阪 アットビジネスセンター（大阪市北区）

４月１７日（火） 10:00～12:00

東　京 本社セミナールーム（新宿区西新宿）

４月２３日（月） 10:00～12:00

東　京 本社セミナールーム（新宿区西新宿）

４月２３日（月） 13:00～15:00

仙　台 TKPガーデンシティ仙台（仙台市青葉区）

2019年新卒セミナー随時開催中

大阪・東京・名古屋・福岡・仙台

応募要項や詳しい
セミナー情報など
は、右の各サイト
で確認できる。

プ
ラ
ン
策
定
へ
協
力 

日
商
の
温
暖
化
対
策

事例紹介では13のうち７例を提供。

知り合いの会社を紹介するよ

専務取締役の潮栄次さん。

る
こ
と
に
。

空
い
た
時
間
を
使
い
、
急
遽

近
隣
の
Ｃ
社
を
訪
問
。
こ
こ

で
も
知
り
合
い
の
会
社
２
件

の
紹
介
が
受
け
ら
れ
た
。

昼
食
。
新
規
開
拓
を
試
み
て

い
る
蕎
麦
店
に
行
く
。
食
事

後
、
店
長
に
挨
拶
。
日
本
テ

ク
ノ
の
サ
ー
ビ
ス
を
簡
単
に

説
明
し
た
。

先
ほ
ど
Ｃ
社
か
ら
紹
介
さ
れ

た
２
社
を
早
速
訪
問
。
う
ち

１
社
に
は「
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
」

が
役
立
つ
と
思
い
、
詳
細
な

資
料
を
持
参
し
改
め
て
説
明

に
伺
う
と
告
げ
る
。

Ｄ
社
訪
問
。
先
方
か
ら
、
こ

れ
ま
で
の
対
応
の
良
さ
に
つ

12:0014:00 13:00 11:20

http://econews.jp/newspaper/japan/index.html
http://www.n-techno.co.jp/company/network/index.html
https://recruit.n-techno.co.jp/person/
https://recruit.n-techno.co.jp/
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夏に向け「UI-シールド」が力を発揮

ガラスシールド ｜ キュービクル ｜ 空調 ｜ 照明 ｜ 太陽光 ｜ 緊急対応

工
場
の
直
営
店
で
あ
り
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
服
飾

を
中
心
と
し
た
雑
貨
を
販
売
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
は
強
烈
な
西

日
が
差
す
た
め
、
１
カ
月
も
す

　

ガ
ラ
ス
を
通
過
し
て
い
く
紫

外
線
を
大
幅
に
カ
ッ
ト
す
る
Ｕ

Ｉ
│
シ
ー
ル
ド
。
Ｕ
Ｖ
イ
ン
デ

ッ
ク
ス
の
高
い
沖
縄
で
は
特
に

大
き
な
威
力
を
発
揮
す
る
。
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
関
連
グ
ッ
ズ

を
専
門
に
扱
う
店
「
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ

Ｅ
Ｒ
」
も
ま
た
、
商
品
の
劣
化

を
軽
減
し
た
シ
ョ
ッ
プ
だ
。

　
「
私
は
個
人
的
に
も
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
が
大
好
き
で
、
販

売
商
品
に
加
え
、
自
分
で
収
集

し
た
Ｎ
Ｂ
Ａ
の
レ
ア
グ
ッ
ズ
な

ど
も
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
や
店

内
に
飾
っ
て
い
ま
す
。
Ｕ
Ｉ
│

シ
ー
ル
ド
を
塗
っ
た
後
は
、
こ

こ
に
あ
る
シ
ュ
ー
ズ
、ウ
ェ
ア
、

選
手
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
な
ど
す
べ

る
と
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の
陳

列
品
は
色
あ
せ
て
し
ま
い
ま

す
。
だ
か
ら
頻
繁
な
入
れ
替
え

が
必
要
で
し
た
。
そ
れ
が
こ
の

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
た
あ
と

は
、
色
あ
せ
速
度
が
大
幅
に
落

ち
ま
し
た
」（
株
式
会
社 

フ
ジ

タ
カ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
「
ク
ク

ル
」
那
覇
店
の
店
長
・
新
城
槙

子
さ
ん
）。

て
の
品
々
で
劣
化
や
色
あ
せ
は

ほ
ぼ
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の

店
の
２
階
で
絵
画
な
ど
の
展
示

ス
ペ
ー
ス
を
開
設
す
る
予
定
が

あ
り
、
そ
こ
に
も
採
用
す
る
つ

も
り
で
す
」（
株
式
会
社 

沖
縄

船
食
の
田
畑
信
光
さ
ん
）。

　

ま
た
、
Ｕ
Ｉ
│
シ
ー
ル
ド
に

は
人
が
最
も
暑
さ
を
感
じ
る
近

赤
外
線
を
50
％
カ
ッ
ト
す
る
機

能
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
体
感

温
度
が
２
℃
以
上
も
下
が
っ
た

と
い
う
実
証
結
果
も
出
て
い

る
。
す
で
に
羽
田
空
港
や
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
な
ど
窓
（
開
口

部
）
の
多
い
建
物
で
導
入
さ
れ

て
い
る
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤
だ
。

　

こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
て
紫
外

線
・
近
赤
外
線
量
は
増
え
て
い

く
。
窓
の
多
い
オ
フ
ィ
ス
や
店

舗
な
ら
、
採
用
を
検
討
す
る
価

値
は
十
分
あ
る
だ
ろ
う
。

　

気
象
庁
発
表
の
時
間
別
紫
外

線
強
度
（
Ｕ
Ｖ
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
）
が
最
も
高
い
沖
縄
県
。
国

内
外
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
那

覇
市
の
国
際
通
り
に
、
紫
外
線

に
よ
る
商
品
ダ
メ
ー
ジ
を
防
ぐ

た
め
、
窓
ガ
ラ
ス
用
紫
外
線
赤

外
線
反
射
吸
収
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

剤
「
Ｕ
Ｉ
│
シ
ー
ル
ド
」
を
塗

っ
た
店
舗
が
２
つ
あ
る
。
い
ず

れ
も
日
本
テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
を
窓

口
に
施
工
し
た
事
例
だ
。

　
「
当
店
は
、
沖
縄
唯
一
の
染

　組織内の省エネ活動に大きな効果をあげている
人たちのワザやコツ──そんな役立つ情報が視聴
できる映像コンテンツのアーカイブサイトが「省
エネの達人『企業編』」だ。340 以上の「達人の技」
の中から、今回は省エネ活動が業務の効率化にも
つながった例を２つ紹介する。

http://eco-tatsujin.jp/

　

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
栄
は
、
繁

華
街
と
オ
フ
ィ
ス
街
が
融
合
し
た
商

業
地
。
近
年
は
宿
泊
施
設
も
増
え
、

国
内
外
問
わ
ず
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
る
。
株
式
会
社 

浜
作
は
、
こ
の

繁
華
街
の
一
角
に
「
Ｏ
Ｍ
ビ
ル
」
を

構
え
て
い
る
。

　

同
社
で
は
保
安
点
検
業
務
を
は
じ

め
、
省
エ
ネ
や
電
力
供
給
な
ど
日
本

テ
ク
ノ
の
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を

採
用
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
に
続
き
エ

コ
テ
ナ
ン
ト
の
導
入
を
決
め
た
理
由

を
、
代
表
取
締
役
の
尾
崎
慎
一
郎
さ

ん
は
こ
う
話
す
。「
ま
ず
は
計
量
法

の
順
守
。
そ
れ
に
、
こ
こ
と
併
せ
て

管
理
し
て
い
る
他
の
ビ
ル
を
含
め
る

と
、
テ
ナ
ン
ト
数
は
最
大
70
件
に
も

な
り
、
毎
月
の
検
針
作
業
が
負
担
で

し
た
。
待
ち
望
ん
で
い
た
サ
ー
ビ
ス

だ
っ
た
ん
で
す
」。

代表取締役の尾崎慎一郎さん。

　

Ｏ
Ｍ
ビ
ル
の
テ
ナ
ン
ト
は
主
に
飲

食
店
。
夜
間
営
業
の
店
も
あ
る
。
こ

れ
ま
で
尾
崎
さ
ん
は
昼
間
の
う
ち
に

店
を
訪
れ
検
針
作
業
を
行
っ
て
き
た

が
、
小
規
模
の
店
舗
は
わ
ず
か
な
ス

ペ
ー
ス
に
子
メ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
物
を
移
動
さ
せ
な
が
ら
よ

う
や
く
た
ど
り
着
け
る
よ
う
な
状
態

だ
っ
た
。
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
導
入
で
そ

の
作
業
か
ら
解
放
さ
れ
た
。

　

ま
た
以
前
は
、
ビ
ル
の
規
模
が
大

き
い
の
で
電
力
会
社
に
一
括
で
先
払

い
す
る
電
気
料
金
も
用
意
が
大
変
だ

っ
た
。
だ
が
今
は
日
本
テ
ク
ノ
が
支

払
い
か
ら
請
求
ま
で
を
代
行
す
る
た

め
、
負
担
は
解
消
さ
れ
た
。

　

得
ら
れ
た
メ
リ
ッ
ト
は
ま
だ
あ

る
。
デ
ジ
タ
ル
の
自
動
検
針
に
よ
り

電
気
料
金
の
算
出
根
拠
が
明
確
化
し

た
こ
と
だ
。
過
去
に
電
気
料
金
が
高

い
と
問
い
合
わ
せ
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
。
営
業
時
間
外
に
も
空
調
が
つ

い
て
い
た
こ
と
が
原
因
だ
っ
た
。
使

用
量
が
多
く
な
れ
ば
料
金
も
高
く
な

る
が
、
そ
の
説
明
に
も
明
快
な
算
出

方
法
の
開
示
が
あ
れ
ば
、
ス
ム
ー
ズ

に
納
得
し
て
も
ら
え
る
。

　

尾
崎
さ
ん
は
今
後
の
展
望
を
こ
う

話
す
。「
こ
の
地
域
の
ビ
ル
オ
ー
ナ

ー
と
し
て
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し

な
が
ら
、
お
酒
が
好
き
な
方
や
海
外

か
ら
の
観
光
客
が
楽
し
く
過
ご
せ
る

環
境
を
整
え
た
い
。
今
も
地
域
の
組

合
と
協
力
し
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
通
信

範
囲
や
対
応
言
語
の
拡
充
、
オ
ー
ル

ナ
イ
ト
歩
行
者
天
国
の
企
画
な
ど
街

を
盛
り
上
げ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
最
中
で
す
」。
エ
コ
テ
ナ
ン
ト

導
入
で
負
担
が
解
消
さ
れ
、
前
向
き

な
活
動
に
力
が
入
る
。

『エコテナント』とは

　一般的なテナントビル
は、ビル全体で一括受
電しているため、電気料
金はビルオーナーが電力
会社へまとめて支払って
いる。オーナーはテナン
トの使用分を立て替え
るため、個々のテナント
に対し、それぞれに応じ
た電気料金を請求する。
そこには子メーターの検
針、料金算出、請求管理
といった手間のかかる作
業が必要だ。
　『エコテナント』は、オ
ーナーをわずらわせてい
たそれらの業務をすべ
て代行するサービスであ
る。既存の子メーターは
自動検針のスマートメー
ターに変更され、料金の
算出根拠はデジタル化し
た明確な数値で示され
る。オーナーとテナント
の双方にとって、ともに
信頼性を高められるシス
テムである。

愛知県名古屋市 ◎ ＯＭビル

紫
外
線
を
大
幅
カ
ッ
ト 

陳
列
商
品
の
劣
化
を
防
ぐ

「省エネの達人」に学ぶエ
コ
ノ
ウ
ハ
ウ

　

愛
知
県
名
古
屋
市
の
ヴ
ォ
ー

ノ
・
イ
タ
リ
ア 

港
店
の
省
エ
ネ

活
動
の
成
果
は
、
電
力
使
用
量
約

48
％
の
削
減
。
そ
れ
に
大
き
く
貢

献
し
た
の
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
閉
店

作
業
の
短
縮
だ
っ
た
。

　

片
づ
け
や
清
掃
な
ど
一
連
の
作

業
を
細
か
く
分
類
し
、
前
倒
し
で

き
る
も
の
は
閉
店
前
か
ら
徐
々
に

実
施
す
る
よ
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン

グ
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
終
業
時
間

が
30
分
短
縮
。
省
エ
ネ
は
も
と
よ

り
ス
タ
ッ
フ
の
働
き
方
改
革
に
も

つ
な
が
っ
た
。

【第 354 回】ヴォーノ・イタリア　港店

閉
店
作
業
の
分
散
で
30
分
の
短
縮

　

神
奈
川
県
横
浜
市
の
富
士
興
業 

株
式
会
社
は
ピ
ー
ク
電
力
削
減
の

取
り
組
み
が
、
組
織
体
制
の
改
善

と
い
う
大
き
な
成
果
ま
で
も
た
ら

す
結
果
に
な
っ
た
。

　

電
力
使
用
の
平
準
化
を
目
的

に
、
負
荷
の
大
き
い
熱
処
理
加
工

の
作
業
を
分
散
し
、
時
間
を
ず
ら

し
て
行
う
こ
と
を
計
画
。
だ
が
、

担
当
ス
タ
ッ
フ
は
人
員
の
少
な
い

熟
練
工
。
そ
こ
で
、
若
手
を
育
成

し
増
員
を
図
っ
た
。
す
る
と
、
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
の
醸
成
な
ど
思
わ
ぬ

効
果
が
次
々
と
表
れ
て
い
っ
た
。

【第 355 回】富士興業 株式会社

省
エ
ネ
が
も
た
ら
し
た
組
織
変
革

自然災害の影響を
最小限にとどめるには

　

２
０
１
６
年
は
こ
こ
10
年
間
で
日
本

列
島
に
上
陸
し
た
台
風
の
数
が
最
も
多

く
（
観
測
史
上
２
位
と
な
る
６
個
）、

８
月
に
は
４
つ
の
台
風
が
集
中
し
た
。

そ
の
中
で
も
台
風
10
号
は
進
路
を
変
え

な
が
ら
観
測
史
上
初
と
な
る
東
北
地
方

の
太
平
洋
側
か
ら
上
陸
し
、
東
北
・
北

海
道
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　

度
重
な
る
台
風
が
原
因
と
な
り
、
停

電
事
故
も
各
地
で
発
生
し
た
。
８
月
に

関
東
地
方
の
あ
る
機
械
生
産
工
場
で
生

じ
た
停
電
事
故
は
、
台
風
の
影
響
で
一

帯
が
停
電
し
た
際
に
、
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル

内
の
ト
ラ
ン
ス
や
コ
ン
デ
ン
サ
を
保
護

す
る
「
高
圧
交
流
負
荷
開
閉
器
（
Ｌ
Ｂ

Ｓ
）」
が
誤
作
動
を
起
こ
し
た
。
結
果
、

近
隣
の
電
気
が
復
旧
し
て
も
ユ
ー
ザ
ー

の
事
業
所
は
停
電
し
た
ま
ま
と
な
っ
て

い
た
。
誤
作
動
の
原
因
は
Ｌ
Ｂ
Ｓ
の
老

朽
化
だ
っ
た
。
午
前
中
の
停
電
か
ら
技

術
者
の
立
会
い
の
も
と
、
協
力
工
事
店
が

Ｌ
Ｂ
Ｓ
の
交
換
を
終
え
る
ま
で
約
８
時
間

を
要
し
た
。

　

自
然
災
害
に
よ
る
電
気
設
備
へ
の
影
響

を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
は
普
段
の
備
え

が
欠
か
せ
な
い
。
例
え
ば
写
真
は
沖
縄
県

に
あ
る
日
本
テ
ク
ノ
の
ユ
ー
ザ
ー
が
所
有

す
る
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
だ
が
、
強
い
台
風
が

上
陸
す
る
沖
縄
で
は
、
施
錠
し
て
い
て
も

強
風
で
扉
が
開
い
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
。
そ
こ
で
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
を
ロ
ー
プ
で

縛
り
、
雨
水
の
侵
入
を
防
い
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
が
予
測
さ
れ
る

と
き
の
事
前
措
置
に
加
え
、
月
次
・
年
次

点
検
を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
大
切

だ
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
事

故
を
未
然
に
防
ぎ
、
万
一
の
事
態
で
も
被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
日
ご
ろ
の
備
え
を
常
に
意
識
し
て
お

く
よ
う
に
し
た
い
。

沖縄県にある日本テクノユーザー
のキュービクル。台風による強烈
な風圧などにより、きちんと施錠を
していても扉が開いてしまうことが
ある。それでは雨水の侵入を防げ
ないため、ノブの部分を利用しな
がらキュービクル全体を囲むように
ロープを回している。

技術者をたずねて技術者をたずねて企業と電気をつなぐ日本テクノ協力会・日電協 広島01グループ ◎ 篠田博彦さん

有限会社 荒陵・代表取締役の
荒古江彰利さん（右）と。

現場・現物・現実の３つの「げん」に元気を込める

　

今
回
た
ず
ね
た
の
は
、
日
本

テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協
（
以

下
、
日
電
協
）
の
広
島
01
グ
ル

ー
プ
に
所
属
す
る
篠
田
博
彦
さ

ん
。
電
力
会
社
の
変
電
設
備
の

管
理
・
点
検
に
長
年
携
わ
っ
て

い
た
篠
田
さ
ん
は
、
定
年
退
職

後
、
第
二
種
運
転
免
許
を
取
得

し
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
夢

だ
っ
た
バ
ス
の
運
転
手
に
な
っ

た
。
そ
の
後
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
生
か
し
、
64
歳
で
日
電
協

の
求
人
に
応
募
し
た
。

　

業
務
で
最
も
重
視
す
る
の

が
、「
現
場
・
現
物
・
現
実
」

の
三
現
主
義
だ
。「
資
料
を
い

く
ら
読
み
込
ん
で
も
現
場
で
確

認
を
し
な
い
と
何
も
み
え
ま
せ

ん
。
そ
こ
に
あ
る
現
実
を
受
け

入
れ
、
最
善
の
策
を
尽
く
す
。

そ
れ
が
私
の
信
条
で
す
」。
日

頃
の
点
検
業
務
で
心
が
け
て
い

る
の
は
、
ど
ん
な
と
き
も
誠
意

を
込
め
て
対
応
す
る
こ
と
。「
誠

意
を
も
っ
て
対
応
す
れ
ば
、
必

ず
伝
わ
る
と
信
じ
て
お
話
を
し

て
い
ま
す
」。

　

入
会
後
、
篠
田
さ
ん
が
初
め

て
担
当
し
た
の
が
広
島
県
東
広

島
市
に
あ
る
有
限
会
社 

荒
陵

だ
。
同
社
は
１
９
９
３
年
設

陳列品の色あせが減少した「ククル」那覇店。

新開設の２階スペースにも導入を計画している「LOCKER」。

設備改善
対応事例
沖縄県那覇市
国際通り店舗

の
安
全
が
求
め
ら
れ
る
。
一
昨

年
、
加
盟
す
る
工
業
団
地
内
で

停
電
事
故
が
発
生
。
そ
の
後
ま

も
な
く
日
本
テ
ク
ノ
か
ら
監
視

装
置
の
提
案
が
あ
り
、
契
約
に

至
っ
た
。

　

代
表
取
締
役
の
荒
古
江
彰
利

さ
ん
は
当
時
を
こ
う
振
り
返

る
。「
指
摘
に
基
づ
い
て
設
備

を
１
つ
ず
つ
改
修
し
て
い
っ
た

の
で
す
が
、
そ
の
説
明
が
丁
寧

で
説
得
力
が
あ
り
ま
し
た
。
優

先
順
位
を
つ
け
て
一
度
に
負
担

が
重
な
ら
な
い
よ
う
な
配
慮
も

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
契

約
後
ま
も
な
く
微
細
な
漏
電
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
篠
田
さ
ん

は
す
ぐ
に
来
て
く
れ
た
。
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
軽
く
、
何
よ
り
ま

じ
め
な
方
だ
と
思
い
ま
し
た

ね
。
い
つ
も
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
」。

　

そ
れ
に
対
し
篠
田
さ
ん
は

「
感
謝
を
さ
れ
て
、
こ
ん
な
に

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
は
そ
う

あ
り
ま
せ
ん
。
電
気
は
使
え
て

当
た
り
前
と
思
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
。
電
気
を
安
全
に
保
つ
こ
と

の
意
義
を
理
解
し
て
く
だ
さ
る

方
が
１
人
で
も
増
え
れ
ば
う
れ

し
い
」
と
話
す
。

　

実
は
篠
田
さ
ん
に
は
、
信
条

の
「
三
現
主
義
」
に
加
え
、
も

う
１
つ
の
「
げ
ん
」
が
あ
る
。

そ
れ
が
「
元
気
」。「
元
気
が
あ

れ
ば
、
何
で
も
で
き
る
。
75
歳

ま
で
現
役
を
目
標
に
、
健
康
に

気
を
つ
け
、
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
」。

《ユーザーレポート》

テナントビル向けサービス

── 備えは万全か ──── 備えは万全か ──

災害時の災害時の災害時災害時
電気事故電気事故電気事故

検針作業、資金準備…負担が一気に解消

立
、
自
動
車
部
品

の
プ
レ
ス
金
型
を

製
作
し
て
お
り
、

高
精
度
の
マ
シ
ニ

ン
グ
機
な
ど
品
質

を
左
右
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
機
器
が
並

ぶ
。
日
中
は
も
ち

ろ
ん
、
夜
間
も
生

産
す
る
こ
と
が
あ

り
、
24
時
間
電
気

こんなにやりがいのある仕事はそうありません

http://www.812499.jp/job/report/
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20170405.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20170412.html
http://cubicle-hoan.jp/
http://www.eco-tenant.jp/
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https://www.gift-street.com/
http://www.n-techno.co.jp/giftcompany/index.html


※「SMARTMETER」「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ」は日本テクノ（株）の登録商標です。
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ユーザーの声 SMARTMETER ＥＲＩＡ
ス マ ー ト メ ー タ ー エ リ ア

企業の省エネ活動を
もっと知りたい方は

日本テクノ・メンバーズサイトへ

無料の会員登録で300社以上の成功事例にアクセス

http://www.n-techno.org/

日本テクノの主力商品「SMARTMETER ERIA（スマートメーターエリア）」（以下、ＥＲＩＡ）「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ（ス
マートクロック）」を導入している企業の取り組みをみていく導入事例集。今回は、岩手、石川、東京、岐阜、兵庫、
沖縄の各地ユーザーの活動と、スマートクロックの基礎知識（予測デマンド）を紹介する。

日本テクノのサービスを利用しているお客様へ

　ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫは、普段何度も目にする時計の周囲に、電気の使用状況が
LED表示される省エネツールです。表示方法は、お客様の使い勝手に合わせて変
更できるよう8種類のモードを用意しています。今回は、現在の使用状況をもとに、
目標までの割合を予測する「予測デマンドモード」の表示を紹介します。

基礎知識基礎知識

予測デマンド 現在・予測デマンド 瞬時デマンド 現在・瞬時デマンド カウントダウン パトランプ セイサンセイ

今のまま電気を３０分間使い続けると仮定（予測）した値と、設定した目標値の割合を表示するモードです。
（％）0

12

1009950

1 2 3 4 5 6

　

鉄
・
非
鉄
金
属
な
ど
素
材
全
般
を

取
り
扱
う
兵
庫
県
神
戸
市
の
エ
ー
ス

商
会 

株
式
会
社
。
複
雑
な
形
状
な

ど
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

鋼
材
を
、
大
型
ク
レ
ー
ン
や
プ
ラ
ズ

マ
加
工
機
な
ど
を
駆
使
し
な
が
ら
提

供
し
続
け
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ

Ｏ
Ｃ
Ｋ
を
導
入
し
た
当
初
、
ス
タ
ッ

フ
か
ら
は
「
機
械
を
止
め
て
い
て
は

仕
事
に
な
ら
な
い
。
時
計
の
色
や
ア

ラ
ー
ム
を
気
に
し
な
が
ら
鋼
材
は
切

れ
な
い
」
と
懐
疑
的
な
意
見
が
多
か

っ
た
。
そ
こ
で
、
日
本
テ
ク
ノ
の
営

業
担
当
が
デ
マ
ン
ド
制
に
つ
い
て
の

勉
強
会
を
開
き
、
デ
マ
ン
ド
を
意
識

す
る
だ
け
で
も
電
力
使
用
が
抑
え
ら

れ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
そ
の
後
は

自
然
に
「
ど
ん
な
対
策
が
有
効
な
の

か
」
を
ス
タ
ッ
フ
自
ら
考
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
う
し
て
生
ま
れ
た
の
が
、
デ
マ

ン
ド
が
確
定
す
る
30
分
間
を
意
識
し

た
電
気
の
使
い
方
だ
っ
た
。
タ
ー
ゲ

ッ
ト
は
電
力
負
荷
が
最
も
高
い
プ
ラ

ズ
マ
加
工
機
。
社
内
で
扱
う
鋼
材
を

検
証
し
て
み
る
と
30
分
以
上
の
連
続

運
転
が
必
要
な
ケ
ー
ス
は
な
い
。
そ

こ
で
、
プ
ラ
ズ
マ
加
工
機
の
使
用
は

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
長
針

が
０
分
ま
た
は
30
分
の
位
置
か
ら
始

め
、
開
始
が
０
分
な
ら
25
分
、
同
30

分
な
ら
55
分
に
、
そ
れ
ぞ
れ
加
工
機

を
停
止
す
る
と
い
う
運
用
ル
ー
ル
を

つ
く
っ
た
。
こ
の
習
慣
が
徹
底
さ
れ

る
と
デ
マ
ン
ド
値
が
目
標
を
超
え
る

こ
と
は
、
ほ
ぼ
な
く
な
っ
た
。

　

作
業
量
は
同
じ
で
も
自
ら
の
工
夫

次
第
で
電
気
料
金
が
抑
え
ら
れ
る
と

知
っ
た
。
電
気
の
「
見
え
る
化
」
の

導
入
で
、社
内
全
員
が
「
で
き
な
い
」

で
な
く
「
工
夫
す
れ
ば
で
き
る
」
こ

と
に
気
づ
い
た
。

左から代表取締役社長・畠山貢さん、工
場長・八木誉政さん、専務・畠山正さん。

冷蔵庫の稼働を止め、商品管理を
含めた業務改善を図っていった。

工
場
内
に
設
置
し
た
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ

Ｋ
。
周
囲
の
表
示
色
だ
け
で
な
く
長
針
の
位

置
に
も
注
意
す
る
。

前
向
き
な
気
づ
き

住
所
◉
兵
庫
県
神
戸
市
西
区
玉
津
町

今
津
５
９
５
／
電
話
◉
０
７
８（
９
１

５
）２
３
４
４
／
従
業
員
数
◉
２
０
名

／
事
業
内
容
◉
鉄
鋼
業

「できない」ことはない、「工夫すればできる」
エース商会 株式会社

事業所DATA

導入効果

2012年▶2016年

2012年3月～翌年2月
▶2016年3月～翌年2月

契約電力

電力使用量

　

石
川
県
白
山
市
に
あ
る
株
式
会
社 

越
村
商
店
・
松
任
店
は
主
に
衣
類
や

古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
企
業
。

未
来
の
環
境
を
担
う
再
生
事
業
者
で

あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
変
化
を

続
け
、
仕
事
を
楽
し
み
、「
お
客
さ

ま
と
共
に
地
球
を
美
し
く
」
と
い
う

理
念
を
共
有
し
て
い
る
。

　

業
務
改
善
の
サ
イ
ク
ル
が
確
立
し

て
い
る
の
も
、
そ
う
し
た
企
業
姿
勢

の
表
れ
だ
。
動
画
な
ど
に
記
録
し
て

作
業
を
「
見
え
る
化
」
し
、
そ
れ
を

分
析
し
て
各
自
が
作
業
時
間
を
短

縮
、
成
果
は
皆
で
共
有
す
る
と
い
う

循
環
が
定
着
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
を
導

入
し
た
理
由
も
そ
こ
に
つ
な
が
っ
て

い
た
。「
自
分
た
ち
の
１
日
の
作
業

量
を
見
極
め
、
改
善
の
余
地
を
検
証

し
た
か
っ
た
ん
で
す
」（
執
行
役
員
・

廃
棄
物
本
部
長
の
羽
布
津
忍
さ
ん
）。

作
業
に
応
じ
て
処
理
さ
れ
る
リ
サ
イ

ク
ル
量
と
電
力
使
用
量
の
関
係
を
明

確
に
す
る
こ
と
で
業
務
の
さ
ら
な
る

「
見
え
る
化
」
を
進
め
、
業
務
効
率

を
高
め
る
と
と
も
に
省
エ
ネ
に
よ
る

コ
ス
ト
の
見
直
し
を
追
求
す
る
。

　
「
稼
働
す
る
機
械
と
電
力
使
用
量

の
動
向
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
照
合
し
、

対
策
で
き
る
こ
と
を
組
み
合
わ
せ
た

結
果
、
搬
入
コ
ン
ベ
ア
の
稼
働
を
小

ま
め
に
止
め
る
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な

方
法
に
行
き
着
き
ま
し
た
」（
店
舗
・

工
場
部
の
吉
川
良
さ
ん
）。
止
め
る

タ
イ
ミ
ン
グ
は
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ

Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
色
の
変
化
に
よ
っ
て
判
断

す
る
た
め
迷
い
な
く
実
行
で
き
る
。

　

羽
布
津
さ
ん
は
「
今
後
は
デ
マ
ン

ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
活
用
し
、

省
エ
ネ
も
視
野
に
入
れ
た
残
業
時
間

の
短
縮
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
話
す
。「
見
え
る

化
」
が
働
き
方
改
革
に
つ
な
が
っ
て

い
く
。

業
務
の
見
え
る
化

住
所
◉
石
川
県
白
山
市
横
江
町
５
４

０-

１
／
電
話
◉
０
７
６
（
２
７
５
）

７
９
０
１
／
設
立
◉
１
９
７
８
年
／

従
業
員
数
◉ 

１
２
０
名
／
事
業
内
容

◉
廃
棄
物
処
理
業
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

今後は省エネを視野に入れた残業時間の削減に
株式会社 越村商店　松任店　http://www.koshi.co.jp/

事業所DATA

導入効果

2016年▶2017年

2015年9月～翌年8月
▶2016年9月～翌年8月

契約電力

電力使用量

　

１
８
４
８
年
創
業
。
以
来
１
７
０

年
に
わ
た
り
沖
縄
特
産
の
蒸
留
酒
で

あ
る
泡
盛
を
つ
く
り
続
け
る
瑞
穂
酒

造 

株
式
会
社
。
那
覇
市
に
あ
る
同

社
に
は
長
年
の
伝
統
を
生
か
し
つ

つ
、
よ
り
優
れ
た
製
造
技
術
や
品
質

管
理
を
追
求
す
る
姿
勢
が
あ
る
。
そ

れ
を
支
え
る
た
め
に
も
製
造
原
価
や

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
は
厳
し
い
目

が
向
け
ら
れ
る
。

　
「
し
か
し
電
気
料
金
に
つ
い
て
は

タ
イ
ム
リ
ー
な
使
用
状
況
が
把
握
で

き
な
い
た
め
経
費
の
妥
当
性
を
検
証

す
る
対
策
が
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
」

（
取
締
役
製
造
部
長
の
大
城
博
明
さ

ん
）。
そ
れ
を
変
え
た
の
が
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
の

導
入
だ
っ
た
。
電
気
の「
見
え
る
化
」

で
詳
細
な
分
析
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

導
入
直
後
の
３
カ
月
間
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
の
酒
造
工
程
を
進
め
な
が

ら
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
警
報
が
鳴
る
た
び

に
、
ど
の
工
程
で
ど
の
機
械
が
稼
働

し
た
の
か
、
毎
日
記
録
し
た
。
そ
の

デ
ー
タ
を
も
と
に
パ
ズ
ル
を
解
く
よ

う
に
、
工
程
を
細
か
く
振
り
分
け
、

デ
マ
ン
ド
の
ピ
ー
ク
が
分
散
で
き
る

よ
う
な
最
適
な
組
み
合
わ
せ
を
探
っ

て
い
っ
た
。
電
力
使
用
量
の
山
を
な

ら
し
、
そ
れ
で
も
負
荷
が
重
な
っ
て

し
ま
う
日
は
、
社
内
に
事
前
告
知
。

空
調
ス
イ
ッ
チ
の
上
な
ど
に
注
意
日

を
掲
示
す
る
。
そ
の
日
の
ス
タ
ッ
フ

は
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
表

示
を
特
に
意
識
し
な
が
ら
作
業
に
向

か
う
。
そ
れ
が
社
内
の
共
通
認
識
と

な
っ
て
お
り
、
警
報
が
鳴
っ
た
と
き

に
停
止
す
る
機
器
の
手
順
も
し
っ
か

り
と
決
め
ら
れ
て
い
る
。

　

加
え
て
大
城
さ
ん
は
日
本
テ
ク
ノ

の
営
業
担
当
か
ら
の
情
報
も
有
効
に

活
用
。「
今
後
の
電
気
料
金
の
傾
向

な
ど
も
教
え
て
く
れ
る
の
で
、
生
産

前
の
計
画
精
度
も
上
が
り
ま
し
た
」

と
笑
顔
を
向
け
る
。

製造部長の大城博明さん。

作
業
工
程
に
よ
り
デ
マ
ン
ド
ピ
ー
ク
の
注
意
日

を
割
り
出
し
、
空
調
ス
イ
ッ
チ
の
上
に
掲
示
。

作
業
工
程
の
効
率
化

住
所
◉
沖
縄
県
那
覇
市
首
里
末
吉
町

４ｰ

５ｰ

16
／
電
話
◉
０
９
８
（
８
８

５
）
０
１
２
１
／
創
業
◉
１
８
４
８

年
／
従
業
員
数
◉ 

４
２
名
／
事
業
内

容
◉
酒
造
業

使用状況を徹底検証し、作業工程を最適に配置
瑞穂酒造 株式会社　http://www.mizuhoshuzo.co.jp/

事業所DATA

導入効果

2012年▶2017年

2012年4月～翌年3月
▶2016年4月～翌年3月

契約電力

電力使用量

　

岩
手
県
奥
州
市
、
豊
か
な
自
然
に

囲
ま
れ
た
養
護
老
人
ホ
ー
ム
江
寿
園

は
県
内
に
複
数
の
福
祉
事
業
を
展
開

す
る
社
会
福
祉
法
人 

江
刺
寿
生
会

が
最
初
に
手
が
け
た
施
設
。
経
営
理

念
で
あ
る
「
地
域
に
根
ざ
し
た　

信

頼
さ
れ
る　

凜
と
し
た
経
営
」
を
実

践
し
、
園
内
に
は
ス
タ
ッ
フ
と
入
居

者
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ  

Ｃ
Ｌ

Ｏ
Ｃ
Ｋ
は
省
エ
ネ
を
目
的
に
導
入
し

た
が
、
電
気
の
「
見
え
る
化
」
で
、

対
応
の
難
し
い
課
題
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
こ
の
施
設
は
オ
ー
ル
電
化
を

採
用
し
て
お
り
、
夜
間
電
力
を
使
っ

て
湯
を
沸
か
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

22
時
〜
翌
朝
６
時
に
最
も
電
力
使
用

量
が
増
え
て
い
た
。
夜
間
の
ス
タ
ッ

フ
は
少
人
数
の
シ
フ
ト
に
な
る
た

め
、
深
夜
に
警
報
が
鳴
る
と
対
応
も

ま
ま
な
ら
な
い
。

　

施
設
長
の
伊
藤
靖
さ
ん
は
、
打
開

策
を
模
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
全
部

で
８
台
あ
る
給
湯
ヒ
ー
タ
ー
を
す
べ

て
稼
働
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
半
数

の
４
台
で
徐
々
に
温
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
判
明
。
使
用
す
る
ヒ
ー
タ
ー

は
半
年
ご
と
に
入
れ
替
え
れ
ば
製
品

の
経
年
劣
化
も
抑
え
ら
れ
る
。
加
え

て
、
こ
れ
ま
で
80
℃
と
高
め
だ
っ
た

設
定
温
度
を
適
切
な
70
℃
に
下
げ

た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
契

約
電
力
を
大
幅
に
抑
え
ら
れ
た
。

　

理
事
長
の
渡
辺
均
さ
ん
は
、「
電

気
の
『
見
え
る
化
』
は
、
電
力
使
用

量
の
削
減
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な

く
、
過
剰
な
設
備
に
も
気
づ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
勉
強
に
な

っ
た
」
と
話
す
。

　

今
で
は
省
エ
ネ
活
動
が
浸
透
し
、

入
居
者
も
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ

Ｋ
の
表
示
の
変
化
か
ら
電
気
の
使
い

過
ぎ
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
と
い
う
。

理事長の渡辺均さん（右）と
施設長の伊藤靖さん。

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
は
食
堂
に
設
置
。
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
厨
房
か
ら
も
見
通
せ
る
。

過
剰
設
備
へ
の
気
づ
き

住
所
◉
岩
手
県
奥
州
市
江
刺
区
伊
手

字
新
田
１
４
９
／
電
話
◉
０
１
９
７

（
３
９
）
３
２
１
７
／
設
立
◉
１
９
７

４
年
／
従
業
員
数
◉ 

３
４
名
／
事
業

内
容
◉
社
会
福
祉
業

設備運用の見直しで人員の少ない夜間に対応
社会福祉法人江刺寿生会　養護老人ホーム江寿園　http://www.juseikai.or.jp/ide01.html

事業所DATA

導入効果

2012年▶2017年

2011年11月～翌年10月
▶2016年11月～翌年10月

契約電力

電力使用量

▲40.8％

▲13.2％

　

ケ
フ
ィ
ア
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
ピ
ュ
ア

メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
、
乳
清
を
使
っ

た
化
粧
品
の
提
供
な
ど
「
お
い
し
い

健
康
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
事
業
を

展
開
す
る
株
式
会
社 

ロ
イ
ヤ
ル
ユ

キ
（
東
京
都
青
梅
市
）。
全
社
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
省
エ
ネ
活
動
は
、

電
力
コ
ス
ト
の
見
直
し
以
外
に
も
、

「
商
品
の
品
質
向
上
」
と
「
部
署
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑

化
」と
い
っ
た
効
果
を
み
せ
て
い
る
。

　

鮮
度
の
良
さ
と
い
う
品
質
向
上
を

も
た
ら
し
た
の
は
、
冷
凍
庫
と
冷
蔵

庫
の
２
台
の
稼
働
の
見
直
し
。「
そ

こ
は
受
注
待
ち
の
商
品
を
置
く
場
所

だ
っ
た
の
で
す
が
、
広
い
ス
ペ
ー
ス

に
、
時
期
に
よ
っ
て
は
数
個
だ
け
と

い
う
状
況
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

思
い
切
っ
て
、
そ
の
２
台
の
使
用
を

止
め
た
ん
で
す
」（
同
社
総
務
部
）。

　

そ
れ
を
機
に
冷
凍
食
品
の
管
理
は

協
力
会
社
に
外
注
し
、
仕
入
や
製
造

量
を
見
直
し
て
在
庫
を
抱
え
な
い
企

業
体
質
へ
と
転
換
さ
せ
て
い
っ
た
。

過
去
の
売
上
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
た

生
産
管
理
を
徹
底
し
、
営
業
部
門
は

予
定
数
を
売
り
切
る
努
力
を
重
ね

た
。
２
台
を
停
止
し
た
ぶ
ん
電
力
使

用
量
を
大
幅
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
さ
ら
に
在
庫
を
持
た
な
く
な
っ

た
こ
と
で
、
回
転
率
が
上
が
り
、
常

に
鮮
度
の
高
い
商
品
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑

化
」
を
も
た
ら
し
た
の
は
執
務
ス
ペ

ー
ス
の
集
約
。
３
階
に
あ
っ
た
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
を
２
階
の
事
務
フ
ロ
ア

へ
移
し
た
。
異
な
る
部
署
が
１
つ
の

フ
ロ
ア
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
空
調

や
照
明
の
稼
働
台
数
を
大
き
く
減
ら

せ
た
。
そ
し
て
、
今
ま
で
な
か
っ
た

新
し
い
意
思
の
疎
通
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
社
内
の
結
束
力
は
よ
り
強

ま
っ
た
。

商
品
の
品
質
向
上

住
所
◉
東
京
都
青
梅
市
新
町
９-

２
１

９
７-

１
／
電
話
◉
０
４
２
８（
２
８
）

５
８
０
０
／
設
立
◉
２
０
０
５
年
／

従
業
員
数
◉ 

３
０
名
／
事
業
内
容
◉

乳
製
品
の
販
売
ほ
か

社内の結束力を高めた集約の省エネ活動
株式会社 ロイヤルユキ　http://kefi r-club.co.jp/

事業所DATA

導入効果

2014年▶2015年

2013年8月～翌年7月
▶2014年8月～翌年7月

契約電力

電力使用量

　

岐
阜
県
土
岐
市
の
レ
ジ
ャ
ー
ホ
テ

ル
・
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ　

Ｇ

Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
は
土
岐
プ
レ
ミ
ア
ム
・

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
か
ら
程
近
く
に
あ

る
。
そ
の
立
地
を
生
か
す
た
め
に
始

め
た「
宿
泊
予
約
」や
入
室
後
の「
途

中
外
出
」
が
好
評
だ
。
ほ
か
に
も
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
や
女
子
会
プ
ラ
ン
な

ど
レ
ジ
ャ
ー
ホ
テ
ル
に
は
珍
し
い
サ

ー
ビ
ス
で
連
日
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

　

施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
常
夏
の

島
「
ハ
ワ
イ
」。
館
内
の
イ
ン
テ
リ

ア
に
も
民
芸
品
を
飾
り
付
け
る
な
ど

し
て
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
。
そ
し
て

夏
の
時
季
で
も
、
ホ
テ
ル
の
入
口
か

ら
部
屋
ま
で
の
廊
下
に
は
、
エ
ア
コ

ン
を
稼
働
さ
せ
な
い
。

　
「
極
端
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
常

夏
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
徹
底
し
よ
う

と
考
え
ま
し
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
だ

け
で
は
、
暑
さ
を
不
快
に
感
じ
て
し

ま
う
。
そ
こ
で
、
好
印
象
を
与
え
る

仕
掛
け
も
用
意
し
ま
し
た
」（
代
表

の
中
野
英
明
さ
ん
）。

　

部
屋
に
向
か
う
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前

に
無
料
で
提
供
す
る
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
を
用
意
し
た
。
利
用
客
は
そ
れ
を

持
っ
て
部
屋
に
行
き
、
冷
た
さ
を
口

に
す
る
間
に
、
室
内
の
冷
房
を
効
か

せ
て
い
く
と
い
う
演
出
だ
。
夏
を
強

く
感
じ
た
と
き
こ
そ
、
冷
た
い
も
の

は
お
い
し
く
な
る
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス

が
印
象
的
で
思
い
出
深
い
と
い
う
コ

メ
ン
ト
が
客
室
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
残

さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
は
ハ
ワ
イ
の
イ
メ
ー
ジ
を

つ
く
る
取
り
組
み
で
は
あ
る
が
、
空

調
の
稼
働
を
止
め
る
の
で
、
お
の
ず

と
消
費
電
力
の
抑
制
に
つ
な
が
る
。

省
エ
ネ
と
い
う
目
的
も
含
ん
だ
活
動

だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
夏
場
の
デ
マ
ン

ド
ピ
ー
ク
は
大
き
く
抑
え
ら
れ
た
。

ち
な
み
に
冬
場
は
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
の
代
わ
り
に
、
好
み
で
選
べ
る
入

浴
剤
を
用
意
し
て
い
る
。

施
設
の
雰
囲
気
づ
く
り

住
所
◉
岐
阜
県
土
岐
市
土
岐
津
町
土

岐
口
２
３
２
９-

１
／
電
話
◉
０
５
７

２
（
５
５
）
４
１
７
１
／
設
立
◉
２

０
１
１
年
／
従
業
員
数
◉ 

３
３
名
／

事
業
内
容
◉
レ
ジ
ャ
ー
ホ
テ
ル

イメージを徹底した省エネによる常夏の演出
ＨＯＴＥＬ ＬＯＣＯ ＧＡＲＤＥＮ　http://www.hotel-locogarden.jp/

事業所DATA

導入効果

2013年▶2014年

2012年12月～翌年11月
▶2013年12月～翌年11月

契約電力

電力使用量

▲25.5％

▲19.4％

廃棄物本部長の羽布津忍さん（右）と
店舗・工場部の吉川良さん。

▲26.9％

▲33.4％

▲20.2％

▲17.0％

▲9.8％

▲12.7％

代表の中野英明さん。

▲10.0％

▲6.4％

現在デマンド

（時計の数字）

●長針が「6時」の位置（30分）を過ぎると、上図のLED表示は時計の左半面に移動します。

LED表示は右側と左側の半面ごと

デマンド値は30分間に使った電気の平均値
で決まるため、LEDもそれに合わせ、時計盤
を半面ずつ表示しています。この仕様は、他
のほとんどのモードにも共通しています。

この位置なら
目標に対し
約６7％の
電力量になる

100％以上は赤色表示

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
電
気
を

使
い
続
け
る
と
目
標
を
超
え

て
し
ま
う
場
合
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が

赤
色
で
表
示
さ
れ
ま
す
。

99％までは紫色表示

目
標
に
対
し
予
測
値
が
99
％
ま

で
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
紫
色
で
表
示
さ

れ
ま
す
。
表
示
本
数
が
多
い
ほ

ど
高
い
割
合
を
示
し
ま
す
。

0分

29分

59分

30分

〈0分〉から
スタート

LED点灯は

〈30分〉から
スタート

LED点灯は

http://www.eria.jp/
http://www.n-techno.co.jp/smartclock/
http://www.n-techno.org/
http://www.n-techno.org/member/eria/service/289loco.html
http://www.n-techno.org/member/eria/shop/328roiyaruyuki.html
http://www.n-techno.org/member/eria/medical/393koujuen.html
http://www.n-techno.org/member/eria/factory/398koshimura.html
http://www.n-techno.org/member/eria/factory/383mizuhoshuzou.html
http://www.n-techno.org/member/eria/factory/377acesyoukai.html
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※ くらしに役立つエコな知恵やアイデアを募集しています。ご応募い
ただいた方の中から抽選で毎月20名様に、おばあちゃんの特製一
筆箋をプレゼント！　投稿内容は選考のうえ、本紙またはウェブサイ
トにてご紹介させていただきます。応募方法〈ハガキ〉ご住所とお
名前を明記のうえ、日本テクノ「おばあちゃんの知恵袋」係までお
送りください。〈WEB〉上記ウェブサイトにて必要事項を明記のう
え、ご応募ください。

くらしに役立つメルマガ配信中！！
おばあちゃんのエコクッキングレシピやお掃除法、エコグッ
ズのつくり方など、エコな生活の知恵が盛りだくさんなサ
イトからメールマガジンを発行しています。読者限定のコ
ラムやサイト更新案内など、楽しい雑学や豆知識が満載の
メルマガに、ぜひご登録ください。購読のお申し込みは下
記のサイトから受け付けています。

検 索

http://econews.jp/idea
おばあちゃんの知恵袋　日本テクノ

　

咲
き
誇
る
桜
が
ま
ぶ
し
い
春
。

　

桜
は
命
の
よ
み
が
え
り
を
象
徴

す
る
樹
木
と
い
わ
れ
ま
す
。
今
も

地
方
の
村
に
行
く
と
、
大
き
な
桜

の
木
の
下
に
先
祖
代
々
の
お
墓
が

設
け
ら
れ
て
い
る
の
を
目
に
し
ま

す
。
遠
い
祖
先
か
ら
現
在
の
自
分

た
ち
に
至
る
命
の
つ
な
が
り
を
、

毎
年
力
強
く
咲
く
美
し
い
姿
の
中

に
見
出
し
て
い
た
の
で
す
。

　

昔
か
ら
伝
わ
る
お
と
ぎ
話
に
は

正
直
者
の
お
爺
さ
ん
が
枯
れ
木
に

灰
（
は
い
）
を
ま
く
と
、
桜
が
満

開
に
な
る
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

わたしも太陽光を有効利用

あ
り
ま
す
。
よ
く
知
ら
れ
る
「
花

咲
か
爺
さ
ん
」。
こ
こ
で
は
「
灰
」

が
桜
の
命
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
。

灰
に
な
っ
て
蘇
生
す
る
不
死
鳥
の

伝
説
も
そ
う
で
す
が
、
灰
は
し
ば

し
ば
命
の
リ
レ
ー
を
表
し
ま
す
。

　

そ
し
て
日
本
語
に
は
、
も
う
１

つ
重
要
な
「
は
い
」
が
あ
る
。
返

事
で
す
。
こ
の
言
葉
に
も
生
気
を

取
り
戻
さ
せ
て
く
れ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
含
ま
れ
て
い
る
気
が
し
ま

す
。
そ
の
証
拠
に
、
呼
び
か
け
に

対
し
、
元
気
の
い
い
「
は
い
」
と

い
う
返
事
が
返
っ
て
き
た
と
き
に

は
、
何
か
し
ら
心
地
よ
い
活
力
を

も
ら
っ
た
よ
う
な
、
軽
や
か
な
心

も
ち
に
な
る
は
ず
で
す
。
呼
び
か

け
の
後
に
続
く
話
が
ど
の
よ
う
な

内
容
で
あ
ろ
う
と
も
、ま
ず
は「
は

い
」
を
返
す
。
そ
れ
は
、
相
手
を

尊
重
し
、
傾
聴
す
る
姿
勢
を
持
っ

て
受
け
入
れ
た
証
に
な
り
ま
す
。

迷
わ
ず
口
に
出
す
「
は
い
」
は
、

相
手
に
対
し
、
気
分
よ
く
爽
や
か

な
気
持
ち
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
日
本
人
に
は
、
命
の
よ

み
が
え
り
を
象
徴
す
る
桜
の
下
で

親
し
い
者
同
士
が
集
う
お
花
見
と

い
う
文
化
が
あ
る
。
先
祖
か
ら
の

生
命
の
リ
レ
ー
に
感
謝
し
、
そ
の

永
続
を
祈
る
思
い
が
、
こ
の
習
わ

し
を
支
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加

え
て
「
は
い
」。
日
本
の
春
は
入

学
入
社
の
シ
ー
ズ
ン
。
桜
の
花
び

ら
の
舞
う
中
、
各
地
で
素
晴
ら
し

い
「
は
い
」
が
こ
だ
ま
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
春
に
な
れ
ば
、
さ
ま

ざ
ま
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
触
れ
ら
れ

る
国
。
こ
の
国
に
暮
ら
せ
る
幸
せ

を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
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正解者の中から抽選で 50 名の方に「GIFT Street ボールペン＆付箋セット」をプレゼントいたしま
す。ご希望の方はハガキに「クイズの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取り上げてほしいテーマ」「面
白かった記事」「つまらなかった記事」を明記のうえ下記あて先までご郵送ください。また、インタ
ーネットのサイト「Eco News Web Magazine」（http://econews.jp/）からも応募できます。サイトに
アクセスし当コーナー応募フォームのリンクをクリックして画面の指示に従いご応募ください。当
選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。締め切りは 2018 年 6月 22日（金）必着。
　〈あて先〉〒 163-0653　東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 53 階

日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係　
※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【http://www.n-techno.co.jp/privacy.html】

タテのカギ、ヨコのカギをヒントにマスを埋めていきます。水色の二重囲みマスに入る５文
字を組み合わせ環境問題に関連する言葉をつくります。その言葉が解答です。
〈ヒント〉毎年４月 22日は、地球環境の保全について、みんなで考え行動する日です。

⑩

① ② ③

④

⑨

⑧⑦⑥⑤

①  春告鳥はウ○○○の異名。
②  昼間より料金が割安なヤカ○○
ンリョク。

③  昔の写真が色あせてセ○○○○
になっている。

⑥  まるで正反対。それじゃあ「ミ
○○○ブラ」だよ。

⑧  北極の氷が溶けてシ○○○さん
が困っています。

⑩  ○○は咲いたか、サクラはまだ
かいな♪

①  まん丸で緑の○○○○○スを使
って豆ご飯をつくった。

④  進学して新しい○○イがたくさん
ありました。

⑤  春の七草の○○シロは大根のこと。
⑦  明日は初出社。ワイシャツにはビ
シッとア○○ンをかけた。

⑨  引っ越しして住民○○○○も済
ませました。

⑪  連休の旅行先、海外から手紙を
出したよ。○○○ール。

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

 

河
村
隆
一
の

訪
問
！

エ
コ
ス
ポ
ッ
ト

　

回
収
し
た
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
廃
プ
ラ
）
を
資
源
と
し
て
加
工
し
、
ゴ

ミ
袋
や
Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
な
ど
の
製
品
を
つ
く
る
国
内
循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル
企
業
・
株

式
会
社 

岩
井
化
成
。
茨
城
県
坂
東
市
に
あ
る
こ
の
エ
コ
ス
ポ
ッ
ト
に
、
日
本
テ

ク
ノ
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
河
村
隆
一
さ
ん
が
訪
れ
た
。
こ
こ
は
、
廃
プ

ラ
を
排
出
し
た
先
に
、
そ
の
排
出
物
か
ら
つ
く
っ
た
製
品
を
届
け
る
と
い
う
円
環

す
る
つ
な
が
り
を
生
み
出
す
場
所
だ
っ
た
。

株式会社 岩井化成
今回の訪問先

再
び
生
か
す
「
再
生
」。
こ
こ
で
は
モ
ノ
に

繰
り
返
し
命
を
吹
き
込
ん
で
い
ま
す
。

● かわむら りゅういち ●
１９７０年 神奈川県出身。LUNA SEAのヴォーカルとして活
躍。１９９７年にソロデビュー。アルバム『Love』のセールスは
３００万枚を超えた。ミュージシャン、小説家、俳優、音楽プ
ロデューサーなど多彩な分野で活動。２０１２年１２月、日本テ
クノのイメージキャラクターに就任。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
牛
乳
び
ん
キ
ャ
ッ

プ
、
新
聞
束
を
く
る
む
包
装
フ
ィ
ル
ム
や

結
束
用
Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
容
器

の
端
材
な
ど
、
事
業
所
か
ら
出
る
廃
プ
ラ

（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
、
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
な

ど
の
種
別
や
、
法
制
上
の
呼
称
も
あ
る
が

こ
こ
で
は
廃
プ
ラ
で
統
一
）
の
多
く
は
、

こ
れ
ま
で
産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
理
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
際
、
排
出
者
は
専
門
業
者

に
費
用
を
払
い
処
理
を
委
託
す
る
。
だ
が

岩
井
化
成
は
有
価
の
資
源
と
し
て
買
い
取

る
。
た
だ
し
、
丁
寧
な
分
別
が
条
件
だ
。

排
出
者
は
一
手
間
加
え
る
こ
と
で
処
理
費

は
不
要
に
な
り
逆
に
利
益
を
得
る
。「
こ

の
事
業
は
、
日
本
中
に
も
っ
と
広
め
る
べ

き
…
…
」
と
河
村
さ
ん
が
つ
ぶ
や
く
。

　

最
初
に
事
業
内
容
の
説
明
を
受
け
、
常

務
取
締
役
の
鈴
木
泰
代
さ
ん
と
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
部
長
の
山
本
英
門
さ
ん
の
案
内
を

受
け
つ
つ
、廃
プ
ラ
の
ス
ト
ッ
ク
場
所
へ
。

河
村
さ
ん
が
「
こ
れ
が
も
う
一
度
生
ま
れ

変
わ
る
ん
で
す
ね
」
と
積
ま
れ
た
「
資
源
」

に
や
さ
し
い
視
線
を
向
け
た
。

　

次
は
プ
ラ
ン
ト
の
あ
る
工
場
内
へ
。
こ

こ
で
廃
プ
ラ
を
熱
処
理
し
、
成
形
の
原
料

と
な
る
ペ
レ
ッ
ト
に
す
る
。
コ
ン
ベ
ア
に

投
入
す
る
廃
プ
ラ
は
種
類
に
よ
っ
て
分
量

を
調
整
す
る
。
そ
の
配
合
で
、
最
終
製
品

の
品
質
が
左
右
さ
れ
る
。
さ
じ
加
減
は
経

験
に
よ
る
判
断
だ
。
続
い
て
、
ペ
レ
ッ
ト

を
再
度
熱
処
理
し
て
シ
ー
ト
状
に
加
工
す

る
成
形
の
現
場
。
材
料
が
風
船
の
よ
う
に

膨
ら
み
、
の
ぼ
っ
て
い
く
不
思
議
な
光
景

を
目
の
当
た
り
に
す
る
。
そ
し
て
最
終
工

程
の
製
袋
。
ロ
ー
ル
に
巻
か
れ
た
シ
ー
ト

状
の
仕
掛
か
り
品
を
裁
断
や
折
り
加
工
し

て
製
品
に
仕
上
げ
る
。
廃
プ
ラ
の
受
け
入

れ
か
ら
製
品
化
ま
で
一
連
の
工
程
が
、
１

社
の
中
で
完
結
し
て
い
た
。
そ
れ
が
「
廃

材
だ
っ
た
モ
ノ
を
社
会
の
輪
の
中
に
戻

す
」
と
い
う
理
想
的
な
つ
な
が
り
を
生
み

出
す
秘
訣
の
よ
う
に
思
え
た
。

Ryuichi's Comments

　廃プラの受け入れから最終製品の仕上げまですべてを
１社でやれるのが、岩井化成さんのすごさ。ここが最後
の製造工程になる袋を完成させるエリアです。全自動製
袋機と自動折り機が各２台。廃プラ原料を提供した会社
の人がここを見学すると、ほとんどが「自社で出したモ
ノがこうして生まれ変わった」と感激するそうです。

裁断や折り加工で製品に仕上げ

　これはプラスチックリサイクルプラント。まず廃プラが、
人の手でコンベアに載せられ、先につながる破砕機に運
ばれます。そこで砕かれた廃プラは熱処理によって一度
溶かされ、冷やして固まった後、細かくしてペレットと呼
ばれる再生原料（１つ１つは米粒大）になります。その
一連の流れを、このプラントがこなしているのです。

砕いて溶かして米粒大の原料に

　プラントの向かいの棟にあるインフレーション成形工
場内。ペレットになった再生原料は、ここで再び熱を加
えてシート状に成形されます。機械から出てくるときは、
まるで風船を細長く膨らませたような形。それをローラ
ーに通して平たくすれば、袋のもとになる２枚重ねの状
態に。ここでは月に最大３００㌧処理できるそうです。

再生原料をまずはシート状に成形

紙面に載せきれなかった訪問レポートはウェブサイトに掲載中！

河村さん訪問の様子は動画でも配信しています。

エコニュース 検 索

　

や
わ
ら
か
な
春
風
を
感
じ
、
心
華

や
ぐ
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
だ
ん
だ

ん
日
も
長
く
な
り
、
孫
た
ち
も
遊
ぶ

時
間
が
増
え
て
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
う
い
え
ば
グ
ル
ー
プ
内
に
太
陽

光
発
電
所
を
持
つ
日
本
テ
ク
ノ
さ
ん

に
と
っ
て
も
喜
ば
し
い
季
節
で
は
な

い
か
し
ら
。
太
陽
光
発
電
は
太
陽
の

光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
気
に
変
え
る
発

電
方
法
。
だ
か
ら
晴
れ
て
い
る
の
が

条
件
で
す
。
で
は
太
陽
光
の
発
電
量

が
多
い
の
は
、
ど
の
季
節
だ
と
思
い

ま
す
か
。
昼
の
時
間
が
最
も
長
い
夏

至
が
あ
る
６
月
や
、
日
差
し
が
強
い

８
月
で
し
ょ
う
か
。
実
は
そ
う
で
は

な
く
、
春
が
ピ
ー
ク
な
の
で
す
。
６

月
は
昼
間
は
長
く
て
も
梅
雨
の
時
期

と
重
な
り
日
照
時
間
は
短
い
。
８
月

は
気
温
が
高
す
ぎ
て
発
電
効
率
が
下

が
っ
て
し
ま
う
。
外
気
温
が
暑
す
ぎ

る
と
場
合
に
よ
っ
て
は
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
の
表
面
は
70
℃
以
上
に
な
る
こ

と
も
あ
り
、
熱
に
弱
い
半
導
体
の
働

き
が
弱
く
な
る
そ
う
で
す
。
そ
の
日

の
状
況
に
よ
っ
て
発
電
量
が
変
わ
る

太
陽
光
発
電
は
、
と
て
も
繊
細
。
で

も
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の
で
環
境
に

や
さ
し
く
、
資
源
を
使
い
尽
く
す
心

配
も
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

　

ち
な
み
に
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
太
陽

光
の
有
効
利
用
を
し
て
い
る
ん
で
す

よ
。そ
れ
は
鍋
を
焦
が
し
た
と
き
。頑

固
な
焦
げ
は
力
ま
か
せ
に
擦
る
と
鍋

底
が
傷
つ
く
。で
も
１
週
間
天
日
干

し
に
す
る
と
、焦
げ
が
乾
燥
し
剥
が

れ
や
す
く
な
る
ん
で
す
。太
陽
光
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
私
た
ち
の
生
活

を
支
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。
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※ 内容には細心の注意を払っていますが、転載利用など運用の際の責任は小紙では負いかねます。自己責任のもとでご活用ください。

　環境問題に関する知識レベルを、楽し
みながらチェックできるこのコーナー。出
題範囲は本紙前号（51号）の掲載記事。
会社や学校などで下記の設問を使って、
環境常識テストを実施するのもいい。転
載大歓迎。環境知識の向上に役立ててほ
しい。〈答えは４面に掲載〉

環境問
題

常識テ
スト

1948年に設立されたスイスに本部がある国際的な
団体。６つある委員会の１つ「種の保存委員会」で毎
年「レッドリスト」を作成しているのは？

a 国連環境計画 b 国際自然保護連合
c 世界保健機関 d 国際絶滅危惧種保護機関

Question
1

人為的に排出される水銀などから人の健康や環境
を保護する目的の国際条約。２０１７年８月に発効、
翌９月に第１回締約国会議が開かれたのは？

a 水銀に関する東京条約 b パリ協定
c 水銀に関する水俣条約 d ワシントン条約

Question
4

太陽の動きに合わせて１年を24等分し、それぞれ
について季節にちなむ名称をつけたものは？

a 太陰太陽暦 b 歳時記
c 雑節 d 二十四節気

Question
3

略称はＩＭＯ。海上の安全や船舶による海洋汚染な
ど海事に関する諸問題について、政府間の協力を
推進させる目的で設立された国連の専門機関は？

a 国際海事機関 b 世界工業開発機関
c 国連海洋機関 d 世界気象機関

Question
2

A little nice story about …
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⑪

こんな知恵をご提供いただきました！

カレーのシミ取りには、太陽
の光が効果的です。

＠ろんどらさん

話話話話話話話話話話話話

背後に積まれた「資源」である廃プラについて説明を受ける河村さん。

正解者の中から抽選で 50 名の方に「GIFT Street ボールペン＆付箋セット」をプレゼントいたしま

※ 日本テクノの運営する総合ショッピングモール「GIFT Street」の
ロゴが入ったボールペンと付箋のセットです。

50名

抽選で

「GIFT Street ボールペン＆付箋セット」プレゼント

http://econews.jp/newspaper/spot/
http://econews.jp/idea/
http://econews.jp/newspaper/crossword/index.html
http://econews.jp/newspaper/issan/index.html
http://www.n-techno.co.jp/calendar_campaign/

